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4．1 世界の恒久平和は、人顛共通の願いである。
しかしながら、今日なお世界の動きは、核蝋争の危機をはらみ、

賊に憂慮にだえない。
わが国は唯一の彼鯉国として、核兵鋸の恐ろしさと、被曝者の苦

しみを全世界の人々 に脈え、再び広島・長崎の惨禍を繰り返しては
ならない。

我孫子市は市民の生命と安全を守るため、いかなる国のいかなる
核兵認に対しても、その廃絶を求め、ここに平和郵市を童雪する。
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市長 の 施 政方針
’

’

平成B年第可回市議会定例会
市
長
に
就
任
し
て
か
ら
１
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
私
は
、
市
民
か

ら
信
頓
さ
れ
共
感
を
得
ら
れ
る
市

政
を
め
ざ
し
て
、
第
１
に
、
市
民

と
と
も
に
考
え
、
開
か
れ
た
場
で

政
策
を
決
め
て
い
く
わ
か
り
や
す

い
市
政
、
第
２
に
、
市
民
の
税
金

を
有
効
に
生
か
す
た
め
、
創
意
工

夫
し
計
画
的
に
事
業
を
進
め
る
市

政
、
第
３
に
、
リ
ス
ト
ラ
（
再
鱗

築
）
を
実
行
し
、
必
要
な
仕
事
を

効
率
的
に
行
え
る
市
政
、
以
上
の

３
つ
を
基
本
に
、
市
政
を
運
営
し

て
き
ま
し
た
。

特
に
民
間
の
発
想
を
で
き
る

限
り
行
政
に
取
り
入
れ
、
市
民
の

知
恵
と
力
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

８
つ
の
柱
で
重
点
施
策
を
推
進

熱
泄
紀
溌
渥
望
懸
篭
溌
溌
謹
溌
醤
灘

平
成
８
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
３
月
５
日
か
ら
塑
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
福
島
浩
彦
市
長
は

冒
頭
、
新
年
度
の
一
重
点
施
策
を
行
政
改
革
を
は
じ
め
８
つ
の
柱
に
整
理
し
て
、
施
政
方
針
を
述
べ

ま
し
た
。
今
号
で
は
、
市
長
の
施
政
方
針
と
、
中
村
宏
教
育
長
及
び
石
井
忠
水
道
局
長
の
施
政
方

針
の
内
容
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。
ま
だ
、
新
年
度
予
算
を
は
じ
め
と
す
る
定
例
会
の
議
決
結

果
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

す
た
め
、
各
種
審
議
会
委
員
の
公

募
制
の
導
入
、
市
職
員
採
用
に
あ

た
る
試
験
委
員
へ
の
民
間
人
の
登

用
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
創
設

や
市
政
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
の
開
催
、

市
広
報
で
の
行
政
情
報
の
公
開
等

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
日
、
地
方
分
権
が
時
代
の
大

き
な
流
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
住
間
近
に
迫
っ
た
虹
世
紀
を

展
望
し
て
全
国
的
な
統
一
性
を

重
視
す
る
中
央
集
権
型
行
政
シ
ス

テ
ム
か
ら
、
分
権
型
行
政
シ
ス
テ

ム
へ
の
転
換
を
図
ろ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
住
民
に
身
近
な
施
策
は

住
民
に
直
接
接
す
る
地
方
自
治
体

が
担
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
に
、

口
す
。

し
か
し
、
地
方
分
権
の
推
進
の

た
め
に
は
、
自
治
体
側
に
と
っ
て

も
解
決
す
べ
き
多
く
の
課
題
が
あ

り
ま
す
。

地
域
に
関
す
る
施
策
は
地
方

自
治
体
が
自
ら
の
判
断
と
責
任
で

決
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
政
策
能

力
の
向
上
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
市
民
に
と
っ
て
も
施
策

の
選
択
判
断
を
求
め
ら
れ
る
な
ど
、

一
定
の
負
担
と
責
任
が
問
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ

か
ら
は
、
各
自
治
体
の
政
策
が
比

較
さ
れ
る
「
自
治
体
間
競
争
」
の

時
代
に
本
格
的
に
入
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
ま
す
。

分
権
の
確
立
は
、
ま
さ
に
市
民

が
主
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
で
あ
り
、
行
政
と

市
民
の
相
互
理
解
と
協
力
が
何
よ

り
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

地
方
分
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
自
立
的
・
主
体
的
ま
ち
づ
く
り

を
担
え
る
市
政
を
確
立
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
私
と
し
て
は
、
引
き

続
き
、
は
じ
め
に
述
べ
た
３
つ
の

基
本
に
沿
っ
て
市
政
の
改
革
に

全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

以
下
、
平
成
８
年
度
の
重
点
施

策
を
８
つ
の
柱
に
整
理
し
て
申
し

上
げ
ま
す
。

1

1

▼

一
行
政
改
革
を
推
進

２
月
１
日
、
行
政
改
革
市
民
推

進
委
員
会
に
「
行
政
改
革
指
針
案
」

を
諮
問
し
ま
し
た
。
（
写
真
）

〈
計
画
の
見
直
し
〉
本
年
度
は

本
計
画
の
中
間
年
で
あ
り
、
新
た

に
公
募
委
員
を
加
え
た
福
祉
推
進

市
民
研
究
会
と
も
協
議
し
、
見
直

し
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
真
に
市
民
の

望
む
も
の
と
な
る
よ
う
、
検
討
し

ま
す
。

〈
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
〉

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
時
間

を
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま

で
拡
大
し
、
土
曜
日
曜
、
祝
日

の
派
遣
を
行
い
ま
す
。

ま
だ
効
果
的
に
事
業
を
行
う

た
い
事
業
を
社
会
福
祉
協
議
会

に
委
託
し
ま
す
。

〈
入
浴
サ
ｉ
ビ
ス
事
業
〉
こ
れ

ま
で
の
月
２
回
の
入
浴
回
数
を
４

回
ま
で
増
や
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
的
な

供
給
と
負
担
の
公
平
化
を
図
る
た

一
福
祉
Ｇ
か
年
計
画
の
推
進

指
針
案
で
は
、
「
簡
素
で
効
率

的
な
行
政
ン
ス
テ
ム
の
構
築
」
及

び
「
自
立
し
た
地
域
づ
く
り
へ
の

対
応
」
を
基
本
的
視
点
と
し
て
、

７
つ
の
「
行
政
改
革
重
点
事
項
」

を
設
定
し
、
全
聯
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
行
政
改
革
市
民
推
進
委

員
会
の
答
申
を
受
け
、
実
施
計
画

の
策
定
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
行
政
改
革
を
確
実
に
推

進
す
る
た
め
、
市
長
、
助
役
直
結

の
行
政
改
革
推
進
室
を
設
遼
し
、

組
織
機
織
の
適
正
化
や
経
饗
の
見

直
し
等
を
速
や
か
に
実
施
し
ま
す
。

〈
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
〉

前
年
度
に
大
規
模
震
災
初
動
体
制

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

を
含
め
た
災
害
配
術
体
制
や
防
災

施
設
及
び
備
蓄
査
機
材
の
整
備
計

画
、
民
間
事
業
者
と
の
物
寅
供
給

協
定
等
の
見
直
し
を
進
め
、
新
し

〆

景
観
に
配
慮
し
た
設
計
変
更
を
行

一
防
災
体
制
の
整
備

一
い
、
早
期
着
工
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

め
、
利
用
に
伴
う
負
担
制
度
を
導

入
し
ま
す
。

〈
訪
問
指
導
事
業
〉
保
健
婦
に

よ
る
訪
問
指
導
等
と
連
携
し
た
在

宅
看
謹
の
充
実
を
図
る
た
め
、
保

健
婦
及
び
歯
科
術
生
士
、
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
、
理
学
療
法
士
、
作
業

療
法
士
等
の
専
門
聯
員
を
増
員
し

ま
す
．

〈
在
宅
介
護
支
援
事
業
〉
市
内

３
番
目
の
特
別
養
謹
老
人
ホ
ー
ム

と
し
て
、
本
年
ア
コ
モ
ー
ド
が
開

一
自
然
環
境
の
保
全

〈
手
黄
沼
に
唯
議
し
た
ヘ
ド
ロ
の
し
て
い
こ
う
と
い
う
具
体
的
な
提

再
利
用
〉
電
力
中
央
研
究
所
か
案
が
あ
り
ま
し
た
。

ら
、
ヘ
ド
ロ
を
建
築
材
料
や
水
蜜
そ
こ
で
、
市
と
の
共
同
開
発
と

浄
化
材
、
あ
る
い
は
堆
肥
へ
再
生
Ⅱ
次
頁
へ
続
く
Ⅱ

い
防
災
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
の
余
裕
教
室
を

備
蓄
倉
庫
と
し
て
改
修
す
る
と
と

も
に
、
自
主
防
災
組
織
へ
の
助
成

も
、
県
補
助
制
度
の
改
定
に
合
わ

せ
て
検
討
し
ま
す
。

〈
水
害
対
策
事
業
〉
根
戸
グ
リ

ー
ン
タ
ウ
ン
地
区
内
排
水
路
の
改

修
エ
事
、
布
佐
北
第
２
号
幹
線
排

水
路
改
修
工
率
を
引
き
続
き
進
め

る
ほ
か
、
子
の
神
幹
線
排
水
路
改

修
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

ま
た
、
根
戸
、
後
田
及
び
下
ヶ

戸
地
区
低
地
部
の
水
害
解
消
の
調

査
を
行
い
ま
す
。

天
王
台
上
流
調
整
池
築
造
工
事

に
つ
い
て
は
、
住
民
の
方
々
と
話

し
合
い
を
進
め
、
緑
地
の
保
存
等
、

殻
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
ア
コ
モ

ー
ド
内
に
在
宅
介
謹
支
援
セ
ン
タ

ー
を
設
髄
し
、
在
宅
介
謹
に
関
す

る
総
合
的
な
相
談
に
つ
い
て
、
型

時
間
体
制
で
対
応
し
ま
す
。

ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
も
、
在
宅
介
謹
支
援
セ
ン
タ
ー

と
同
時
に
開
設
し
ま
す
。

〈
住
宅
改
造
助
成
事
業
〉
高
齢

者
や
障
害
者
が
、
段
差
の
解
消
や

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

’

▽

〈
消
防
施
設
整
備
事
業
〉
阪
神
．

淡
路
大
謹
災
を
教
訓
と
し
て
、
消

防
力
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、

救
助
工
作
車
の
更
新
を
当
初
計
画

よ
り
１
年
早
め
る
と
と
も
に
、
救

急
車
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
貯
水
槽
の
設
置
や
消
防

団
の
充
実
強
化
の
た
め
の
小
型
ポ

ン
プ
付
極
戦
車
の
整
備
を
進
め
ま

す
。〈

公
共
施
設
の
耐
渓
対
策
〉
市

庁
舎
、
市
民
会
館
等
の
公
共
施
設

の
耐
震
対
策
を
検
討
す
る
た
め
、

庁
内
に
公
共
施
設
等
耐
震
化
検
討

委
員
会
を
設
證
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
耐
涯
診
断
実
施
の
基

準
や
施
設
の
耐
震
化
に
向
け
て
の

基
準
を
策
定
し
ま
す
。

浴
室
、
ト
イ
レ
の
改
良
等
、
生
活

環
境
の
改
善
の
た
め
検
極
的
に
住

宅
改
造
を
で
き
る
よ
う
、
そ
の
登

用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
を
実

施
し
ま
す
。

〈
あ
ら
き
園
の
増
設
〉
通
園
希

望
者
の
予
測
か
ら
、
平
成
９
年
度

に
は
定
員
に
達
す
る
見
込
み
で
す
。

そ
こ
で
、
お
名
の
増
員
が
で
き
る

よ
う
施
設
整
備
を
行
い
ま
す
。

－

下 総基地の米軍機使用絶対反対
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●
教
育
委
員
会
施
政
》
議
雲
籠
溌
肺
鶏
の
浮
靴
轤
窯
鍛
件

坊
仙
倒
Ｕ

立
ち
、
民
間
及
び
大
学
教
育
機
関
市
民
の
意
識
は
、
経
済
的
豊
か
整
備
事
業

我
孫
子
の
自
然
歴
史
と
文
化
よ
る
改
善
と
が
相
ま
っ
て
、
創
意
「
広
が
り
の
あ
る
生
活
」
を
支
援
と
の
連
携
を
密
に
し
た
総
合
的
学
さ
を
追
求
す
る
だ
け
で
は
な
く
雨
▼
学
校
教
育
関
係
＊
中
学
校
給

を
大
切
に
継
承
し
、
「
手
寅
沼
の
あ
る
種
極
的
な
学
校
運
営
が
推
進
し
、
「
生
き
る
力
」
を
育
成
す
る
習
琿
境
の
整
備
○
高
齢
者
を
対
象
心
の
豊
か
さ
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
食
施
設
整
備
事
業
＊
学
校
開
放

ほ
と
り
、
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
」
づ
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
特
に
次
の
た
め
、
学
校
家
庭
地
域
社
会
と
し
た
学
習
・
文
化
要
求
へ
の
対
は
ぐ
く
む
方
向
へ
と
大
き
く
転
換
事
業
＊
小
中
学
校
施
設
維
持
管

く
り
に
基
づ
き
、
次
の
３
つ
を
重
項
目
を
重
視
し
、
学
校
へ
の
指
導
が
連
携
し
、
理
解
と
協
力
を
得
ら
応
○
健
全
な
社
会
環
境
の
整
備
、
し
て
い
ま
す
。

理
事
業
＊
災
害
対
策
事
業
（
小

一
点
施
策
と
し
て
推
進
し
ま
す
。
と
援
助
を
行
い
ま
す
。
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
○
児
童
生
徒
青
少
年
の
学
習
・
交
流
の
場
の
整
こ
の
こ
と
は
、
市
民
自
ら
質
の
中
学
校
建
物
耐
震
診
断
調
蚕
）

◎
生
涯
学
習
の
華
一
礎
。
基
本
を
培
○
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
よ
さ
の
心
身
の
健
全
な
発
達
を
図
る
た
備
○
人
と
鳥
の
共
存
を
願
う
鳥
の
高
い
芸
術
文
化
を
鑑
貧
す
る
だ
け
＊
小
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
う

う
学
校
教
育
活
動
の
充
実
や
可
能
性
を
生
か
し
、
自
ら
学
ぶ
め
、
健
康
教
育
と
教
育
相
談
活
動
博
物
館
の
展
示
物
、
企
画
展
の
一
で
な
く
、
創
作
活
動
・
発
表
活
動
ト
等
整
備
事
業
＊
小
中
学
校
器

◎
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
と
心
を
意
欲
や
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

層
の
充
実
○
手
賀
沼
・
利
根
川
の
を
種
極
的
に
企
画
実
施
す
る
と
い
楽
教
育
振
興
事
業
＊
学
習
図
鑑

満
た
す
生
涯
学
習
活
動
の
充
実
力
等
の
能
力
の
育
成
を
重
視
し
た
生
涯
学
習
環
境
を
生
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
・
し
う
形
で
現
れ
て
い
ま
す
。
「
ふ
る
さ
と
手
賀
沼
」
改
訂
事
業

◎
地
域
に
根
ざ
し
た
香
り
高
い
市
学
習
指
導
の
創
造
○
生
徒
指
導
活
動
の
充
実
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
推
進
○
そ
こ
で
、
次
の
点
に
力
を
注
い
▼
埜
藪
青
関
係
＊
教
育
文
化

一
民
文
化
を
創
造
す
る
自
主
的
活
動
進
路
指
導
、
長
欠
対
策
に
つ
い
て
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
意
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
い
き
ま
す
。
施
設
整
備
事
業
（
村
川
氏
別
荘
鑑

の
充
実
は
『
児
童
生
徒
の
抱
え
る
問
題
に
思
に
よ
っ
て
、
生
き
が
い
の
あ
る
団
体
及
び
指
導
者
の
育
成
等
、
健
○
文
化
団
体
活
動
の
推
進
市
民
備
）
＊
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

学
校
教
育
応
じ
人
間
味
の
あ
る
温
か
い
指
導
充
実
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
の
で
康
づ
く
り
に
つ
な
が
る
市
民
の
自
里
希
文
化
活
動
の
一
層
の
充
実
Ｉ
シ
ョ
ン
施
設
の
環
境
整
備
事
業

一
活
動
の
充
実
に
取
り
組
む
○
学
校
週
五
日
制
も
き
る
よ
う
に
、
次
の
事
業
を
推
進
、
王
的
な
活
動
の
推
進
○
商
齢
化
に
○
我
孫
子
市
の
特
性
を
生
か
し
た
需
民
プ
ー
ル
・
市
民
体
育
館
施

鹿
轄
蕊
蕊
護
憲
識
霊
蔭
膳
僅
假
撰
蕊
霊
感
蕊
欝
蕊
墓
繁
薬
篭
霊

Ⅱ
前
頁
か
ら
Ⅱ

し
て
、
東
京
大
学
の
協
力
や
財
団

法
人
産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
支

援
を
受
け
、
実
用
化
に
向
け
て
研

究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

期
間
は
、
本
年
度
か
ら
４
か
年

の
予
定
で
す
。

〈
手
賀
沼
マ
ラ
ソ
ン
〉
本
年
度

は
第
２
回
大
会
で
、
本
市
が
担
当

し
ま
す
。
全
国
か
ら
ラ
ン
ナ
ー
が

集
う
こ
の
大
会
を
通
し
て
、
手
賀

沼
浄
化
や
環
境
問
題
に
つ
い
て
強

力
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

〈
古
利
根
沼
周
辺
緑
地
の
保
全
〉

周
辺
緑
地
は
、
沼
と
一
体
と
な

っ
た
か
け
が
え
の
な
い
食
重
な
自

然
で
あ
り
、
本
年
度
に
、
約
２
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
緑
地
を
み
ど
り
の
基

金
も
活
用
し
て
買
収
し
ま
す
。

今
後
、
森
林
整
備
を
図
る
県
の

「
曙
辰
の
森
」
事
業
を
活
用
す

る
等
、
地
域
全
体
の
保
全
と
利
用

の
方
法
に
つ
い
て
、
「
古
利
根
沼

保
全
対
策
推
進
委
員
会
」
で
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

〈
中
峠
排
水
路
浄
化
施
設
〉
古

利
根
沼
の
水
斑
浄
化
の
た
め
、
２

か
年
継
続
事
業
と
し
て
建
設
し
て

い
ま
す
。P

教
育
委
員
会
施

垂 〈
人
と
鳥
が
共
存
す
る
ま
ち
づ
く

り
計
画
〉
市
役
所
内
に
「
計
画

策
定
委
員
会
」
と
「
ワ
ー
キ
ン
グ

会
議
」
を
つ
く
り
、
現
況
の
把
握

や
先
進
事
例
の
視
察
を
行
い
ま
す
。

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
や
市
議
会
と
の
意
見

交
換
、
市
民
、
学
識
経
験
者
に
よ

る
懇
談
会
の
開
催
等
を
行
い
ま
す
。

〈
景
観
形
成
〉
市
民
が
参
加
す

る
「
ま
ち
な
み
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」

を
引
き
続
き
開
催
す
る
と
と
も
に
、

本
年
度
は
、
本
体
工
事
の
残
り
路
と
の
接
続
工
事
を
行
い
、
秋
に

部
分
と
減
材
の
充
坂
、
大
和
排
水
は
、
試
験
通
水
を
行
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
一

祭
観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
導
入

し
て
い
き
ま
す
。

本
年
度
に
、
市
営
住
宅
北
原
団

地
の
建
て
替
え
に
着
手
し
ま
す
が
、

地
区
の
特
性
を
考
慮
し
、
道
路
か

ら
の
見
通
し
景
観
を
意
識
し
た
リ

ズ
ム
感
の
あ
る
形
状
で
、
烏
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
奥
行
き
感
の
あ
る
建

物
デ
ザ
イ
ン
に
し
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
配

噸
し
た
入
り
口
の
ス
ロ
ー
プ
化
や

床
段
差
の
解
消
を
図
り
、
公
共
や

民
間
の
景
観
形
成
を
誘
導
す
る
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
い
き
ま
す
。

〈
地
域
情
報
化
〉
近
年
の
情
報

処
理
通
信
弦
術
の
進
展
は
目
覚

ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
ば

行
政
事
務
の
改
善
や
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
と
も

に
、
市
民
と
の
情
報
の
共
有
化
に

よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
も
役
立
つ

等
、
多
様
な
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

情
報
化
推
進
の
た
め
検
討
組
織

１
１

〈
鰹
業
振
興
対
策
〉
「
あ
び
こ

型
都
市
農
業
」
の
推
進
策
と
し
て
、

市
内
産
米
を
学
校
給
食
に
導
入
し
、

良
質
米
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、
米
の
消

費
拡
大
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
新
鮮
な
腱
作
物
の
流
通

を
図
る
た
め
、
生
産
し
た
農
作
物

を
直
接
消
費
者
に
販
売
す
る
直
売

所
の
設
置
に
助
成
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
艇
業
経
営
や
よ
り
高

度
な
挫
業
技
術
を
習
得
す
る
た
め

の
研
修
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
、

担
い
手
農
業
者
の
確
保
・
育
成
に

努
め
ま
す
。

一
地
域
産
業
の
育
成
一

を
設
置
し
、
地
域
情
報
化
計
画
の

策
定
に
向
け
作
業
を
進
め
ま
す
。

〈
我
孫
子
駅
前
及
び
北
口
土
地
区

画
整
理
事
業
〉
駅
前
土
地
区
画

整
理
事
業
は
、
駅
前
広
場
予
定
地

に
２
戸
の
建
物
が
残
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
う
ち
１
戸
は
移
転
の
同

意
を
得
ま
し
た
。
残
り
１
戸
を
含

め
本
年
度
中
に
移
転
を
完
了
さ
せ
、

駅
前
広
場
の
早
期
整
備
に
全
力
を

注
ぎ
ま
す
。

駅
北
口
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

駅
前
通
り
及
び
駅
前
広
場
の
歩
道

部
分
の
整
備
を
行
い
、
街
区
の
整

備
や
残
り
の
建
物
の
移
転
交
渉
に

糖
力
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

〈
布
佐
駅
東
側
土
地
区
画
整
理
事

業
〉
駅
周
辺
を
含
む
５
．
８
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
区
域
を
施
行
予
定
区

域
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。
本
年

度
は
、
道
路
、
整
地
排
水
等
の

設
計
を
行
い
、
県
や
Ｊ
Ｒ
東
日
本

等
の
関
係
機
関
と
の
協
議
を
進
め
、

基
本
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

〈
エ
業
団
地
〉
住
工
混
在
解
消

を
基
本
と
し
た
ミ
ニ
工
業
団
地
の

実
現
に
向
け
、
工
業
者
の
意
向
の

確
認
と
組
織
化
を
図
り
、
必
要
面

積
の
算
定
や
候
補
地
の
選
定
を
行

い
ま
す
。

〈
商
業
活
性
化
〉
商
業
者
、
商

工
会
、
市
民
代
表
の
方
々
と
、
商

業
の
現
状
認
識
や
活
性
化
に
向
け

た
施
策
の
調
査
研
究
を
目
的
と
し

て
、
研
究
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

す
。
こ
の
研
究
会
の
成
果
を
踏
ま

え
、
「
（
仮
称
）
商
業
活
性
化
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
商
工
観
光

！

〈
成
田
線
輸
送
力
整
備
促
進
事
業
〉

部
分
複
線
化
計
画
の
実
現
に
向

け
、
県
を
先
頭
に
沿
線
自
治
体
が

一
体
と
な
っ
て
種
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
現
在
は
、
成
田
方

面
に
効
果
が
及
ぶ
方
法
や
事
業
黄

を
下
げ
る
た
め
の
協
議
を
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
と
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年

度
は
、
千
葉
・
茨
城
両
県
を
含
め

た
地
元
負
担
割
合
の
決
定
と
、
自

治
省
承
認
が
得
ら
れ
る
よ
う
全
力

を
つ
く
し
ま
す
。

〈
新
木
駅
橋
上
駅
舎
整
備
事
業
〉

本
年
度
に
基
礎
調
査
を
実
施
し
、

平
成
９
年
度
詳
細
設
計
、
同
、
年

度
工
事
着
手
、
同
ｎ
年
度
供
用
開

始
の
予
定
で
す
。

（
公
共
施
設
循
環
バ
ス
〉
地
域

の
現
況
や
交
通
現
況
の
把
握
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
市
民
要
望
の
把

握
等
を
行
い
、
運
行
方
法
や
経
路
、

費
用
等
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

特
に
市
民
体
育
館
へ
の
ア
ク

一
交
通
体
系
の
整
備
一

事
業
審
議
会
に
諮
問
し
ま
す
。

〈
消
蜜
者
保
護
〉
消
費
者
問
題

を
迅
速
か
つ
的
確
に
処
理
し
、
被

セ
ス
に
つ
い
て
は
、
早
期
に
改
善

策
を
実
施
し
ま
す
。

〈
新
木
・
沼
南
道
路
〉
両
市
町

間
で
こ
の
道
路
の
整
備
が
必
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

県
・
国
の
補
助
事
業
と
な
る
よ

う
、
沼
南
町
と
と
も
に
関
係
機
関

に
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

〈
都
市
計
画
道
路
根
戸
。
手
賀
沼

線
整
備
事
業
〉
平
成
６
年
度
か

ら
基
本
設
計
を
行
い
、
県
警
交
通

規
制
課
、
県
文
化
課
と
の
協
議
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
協
議
が
整
っ
た
の
で
、
本

年
度
に
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

害
拡
大
の
未
然
防
止
、
被
害
者
等

の
救
済
を
図
る
た
め
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
を
設
孟
し
ま
す
。

〈
中
心
拠
点
整
備
構
想
の
見
直
し
〉

旧
国
鉄
貨
物
線
跡
地
手
鐙
沼

公
園
隣
接
の
市
有
地
の
土
地
利
用

に
つ
い
て
は
、
「
中
心
拠
点
土
地

利
用
計
画
策
定
懇
談
会
」
に
お
い

て
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
近
く
、

基
本
的
な
土
地
利
用
の
あ
り
方
に

つ
い
て
答
申
を
受
け
る
の
で
、
こ

れ
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
土
地
利

用
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

ま
た
、
交
通
ア
ク
セ
ス
や
我
孫

子
駅
南
北
自
由
通
路
、
手
蛮
沼
公

園
通
り
の
整
備
の
あ
り
方
等
の
整

術
稚
想
を
策
定
し
ま
す
。

〈
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
建
設
〉

県
主
催
に
よ
る
建
築
公
聴
会
が

行
わ
れ
、
鍵
成
、
反
対
そ
れ
ぞ
れ

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

一
市
民
活
動
を
支
え
る
施
設
づ
く
り

’
｜
、

哩
欠
掘
金
が
入
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ぞ
ち
い
り
、
〈
災
害
対
策
関
係
〉
地
鍵
異

」
も
避
け
ら
常
渇
水
そ
の
他
の
水
道
災
害
時

－
す
。
に
対
処
す
る
た
め
、
千
葉
県
及

苛
家
浄
水
場
ぴ
県
内
錨
水
道
事
業
体
間
で

伽
工
事
、
湖
「
千
葉
県
水
道
災
害
相
互
応
援

小
ン
プ
改
良
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

今
後
、
建
築
許
可
を
得
る
た
め

さ
ら
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
周

辺
の
皆
さ
ん
と
の
話
し
合
い
を
引

き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

〈
温
水
プ
ー
ル
〉
「
温
水
プ
ー

ル
設
孟
検
討
協
識
会
」
の
報
告
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
報
告

で
は
、
全
市
的
施
設
と
し
て
、
老

朽
化
し
た
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

再
整
術
し
、
こ
れ
と
の
複
合
化
に

よ
る
設
置
を
図
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
本
市
の
地
理
的

条
件
を
考
慮
し
て
、
我
孫
子
地
区

に
も
、
民
間
と
の
共
同
設
澄
を
検

討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
か
ら
、
調
査
や
関
係
機

関
と
の
協
議
を
行
い
、
早
期
設
置

に
向
け
作
業
を
進
め
ま
す
。

■■■■■

ー

－

こ
の
よ
う
な
中
で
、
昭
和
鉦
年
工
事
・
水
賃
異
常
監
視
シ
ス
テ

の
現
行
料
金
改
定
以
来
、
今
日
ま
ム
の
設
澄
エ
事
を
行
い
ま
す
。

で
の
、
年
間
料
金
を
据
え
置
き
、
〈
配
水
管
関
係
〉
湖
北
台
・

利
益
剰
余
金
を
補
て
ん
財
源
と
し
青
山
地
区
等
を
対
象
に
配
水
管

て
活
用
し
た
り
、
事
務
管
理
経
識
の
耐
震
強
化
工
事
を
行
い
ま
す
。

を
節
減
し
て
、
健
全
な
経
営
に
努
〈
管
路
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発

力
し
て
き
ま
し
た
。

計
画
〉
平
成
７
年
度
か
ら
ｕ

し
か
し
、
も
は
や
経
営
努
力
だ
年
度
ま
で
の
５
か
年
で
水
道
施

け
で
は
、
収
入
と
支
出
の
バ
ラ
ン
設
の
維
持
管
理
業
務
を
総
合
的

ス
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
を
榊
築

に
な
っ
て
い
ま
す
。
す
る
た
め
、
前
年
度
に
引
き
続

平
成
７
年
度
の
赤
字
は
、
約
３
い
て
、
管
路
調
書
や
各
種
の
台

億
６
千
万
円
見
込
ま
れ
、
こ
れ
に
帳
を
作
成
し
、
基
本
機
能
の
ソ

つ
い
て
は
、
現
在
保
有
す
る
利
益
フ
ト
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

瓢
世
紀
に
向
け
た
水
道
の
あ
剰
余
金
で
補
て
ん
す
る
こ
と
は
で
〈
業
務
の
見
直
し
〉
節
水
意

り
方
と
し
て
国
が
掲
げ
た
、
安
き
ま
す
が
、
利
益
剰
余
金
は
底
を
識
の
浸
透
等
に
よ
り
、
小
口
径

走
給
水
の
確
保
や
安
全
で
お
い
つ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
の
逓
水
器
へ
の
要
望
が
高
ま
る

し
い
水
の
供
給
緊
急
対
策
の
し
た
が
っ
て
、
こ
の
ま
ま
現
行
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
口
径
喝

推
進
と
い
う
目
襟
の
達
成
に
努
料
金
で
推
移
し
ま
す
と
、
平
成
８
ミ
リ
メ
ｌ
ト
ル
の
通
水
器
の
導

め
て
き
ま
し
た
。
年
度
決
算
で
は
、
累
祇
欠
掘
金
が
入
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

一
方
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
生
じ
る
緊
急
事
態
に
お
ち
い
り
、
〈
災
害
対
策
関
係
〉
地
震
異

を
契
機
と
し
て
、
本
市
の
給
水
料
金
改
定
は
ど
う
し
て
も
避
け
ら
常
渇
水
そ
の
他
の
水
道
災
害
時

人
口
も
低
調
と
な
り
雲
平
成
５
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
に
対
処
す
る
た
め
、
千
葉
県
及

年
度
以
降
は
、
年
間
１
パ
ー
セ
〈
施
設
整
備
〉
久
寺
家
浄
水
場
ぴ
県
内
錨
水
道
事
業
体
間
で

ン
ト
に
も
満
た
ず
料
金
収
入
等
の
非
常
用
発
遮
機
設
備
工
蕊
湖
「
千
葉
県
水
道
災
害
相
互
応
援

が
伸
び
な
く
な
り
ま
し
た
。
北
台
浄
水
場
の
送
水
ポ
ン
プ
改
良
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

Ｉ

Ｉ

Ｌ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

凸

■

■

■

■

■

■

■

日

日

■

Ⅱ

日

日

１

８

８

■

■

Ｉ

Ｕ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

水道事業経営方針
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国
民
健
康
保
険
で
は
、
被
保
険

者
皆
ざ
ん
の
健
康
保
持
・
増
進
を

図
る
た
め
、
は
り
、
き
ゅ
う
毒
あ

ん
ま
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
指
圧
の
施

設
を
利
用
す
る
場
合
《
費
用
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

利
用
券
の
交
付
申
鏑
は
《
各
支

所
（
行
政
連
絡
所
は
除
く
）
で
も

受
け
付
け
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
必
歳
以
上
の
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
で
、
国
民
健

康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯

に
属
し
て
い
る
方

▼
利
用
券
の
申
請
国
保
年
金
課

ま
た
は
各
支
所
に
被
保
険
者
証
と

印
鑑
を
持
参
し
、
施
設
利
用
券
交

付
申
鏑
書
を
提
出

－1 4月1日は
り
・
き

マ
ツ
サ 新い欄馳遥|ります／

4月1日(月)から新しい用途地域に変わI)ます°これは、平成4年の都市計画
法・建築基準法の一部改正に伴い、平成6年度から新しい用途地域の指定替え作
業を進めてきたものです。これまでの住居系用途地域（第2極住居専用地域・住居
地域)では、店舗･事務所等の用途が混在し、居住環境などを悪化させてきたため、

指定替えを図ったものです。新しい用途地域はきめ細かい住環境の保謹に重点を

置き住居系用途地域を従来の3種類から7種類に、全体で8種獺から12種類（下

'繍澱磯]臓恕は平成'零Ⅲ月に鰄鱈に配布しまし"
また、新しい用途地域の指定替えによって、一部の地区（久寺家通り地区・新

木野通り地区）で高度地区が変更になります。＝問い合わせ部市計画課＝

新しい用途地
ゆ
一
つ

I
足

~

・
あ
ん

ジ
等

p

l

1
＆－

1

▼市才旨定の施術所 ▼
利
用
券
の
発
行
１
日
１
回
、

月
２
回
分
を
限
度
と
し
て
型
枚
を

発
行

の ま

覺
用
の
一
部
壱
勵
威

一

、新1
1｛

来の
途地域

▼
利
用
方
法
施
設
利
用
券
と
被

保
険
者
証
を
持
参
し
て
市
指
定

の
施
術
所
（
左
表
参
照
）
で
施
術

新用途地域の概要、

三竜 芦

学ー

従
用Ｉ

4月1日（月）
からの新しい
用途地域 【趣

』
日

’
を
受
け
て
く
だ
き
い
。

▼
助
成
額
１
回
８
０
０
円
（
施

術
所
に
は
８
０
０
円
を
差
し
引
い

|’
’’鍼灸院ナルシマ

た
額
を
お
支
払
い
く
だ
き
い
）

▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
霊

（
蕗
）
１
１
１
１
内
線
３
２
５

卜

’
1

我孫子市国 ト
ト
ト
ト
ト

‐
Ｉ
叩
１
１

|い、鋤語学講座生を募集
’

▼扇学講座一覧表(外国人のための日本語鱗座に限り電話で受付）

我
孫
子
市
国
際
交
流
協
会
（
Ａ

Ｉ
Ｒ
Ａ
）
で
は
、
右
表
の
と
お
り

語
学
講
座
生
を
募
集
し
ま
す
。

皆
ざ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご
応
寡
く

だ
き
い
・

’

’
▼園芸教室日程 の

園
芸
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
庭
▼
賞
用
２
０
０
０
円
（
材
料
代

木
の
管
理
や
花
埴
作
り
の
実
技
等
等
含
む
）

を
含
め
て
や
ざ
し
く
解
説
し
ま
す
。
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〈

お
気
経
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ガ
キ
（
１
人
１
枚
）
に
住
所
、
氏

▼
日
程
・
内
容
左
表
参
照
名
、
通
話
番
号
を
明
記
し
、
４
月

▼
場
所
中
央
公
民
館
８
日
（
月
・
当
日
消
印
有
効
）
ま

▼
時
間
午
前
、
時
か
ら
正
午
で
に
我
孫
子
１
８
５
８
公
園
緑
地

▼
講
師
高
野
光
利
（
樹
木
医
）
課
緑
化
推
進
係
壷
（
妬
）
１
１
１
１

▼
定
員
“
名
（
連
続
し
て
受
講
内
線
５
４
４
へ

で
き
る
方
で
以
前
受
識
し
た
方
を
※
砥
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

除
く
、
結
果
は
後
日
郵
送
し
ま
す
）
せ
ん
。

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
「
希
望
識
座
」
を
明
記
し
、

４
月
、
日
（
水
・
必
着
）
ま
で
に

我
孫
子
１
４
２
の
１
我
孫
子
市
民

諦 市
で
は
４
月
か
ら
平
成
８
年
度
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1 0

11瀞
釦
分

か
ら

正
午

殉

0

プ
ラ
ザ
内
、
我
孫
子
市
国
際
交
流

協
会
貢
Ｉ
Ｒ
Ａ
）
事
務
局
壷

（
記
）
１
２
３
１
へ

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
初
め

て
受
講
す
る
方
を
優
先
し
ま
す
。

一一一回一一一一一一一一ー一一一一

花 鳥 鍼 灸 院

堀越マッサージ

丸山治療院

本木治療院

山口鍼灸院

陽明堂鍼灸院

ヨシオカハリ灸院

吉田マッサージ。セラピー

渡避 治 療 院

天王台3-13-1

布佐2974

布佐1-23-8

白山1-3-13

若松134-8

中峠台14-21

本町3-5-24

布佐平和台2-11-3

湖北台1-18-2

84-1989

89-1394

89-0362

82-3626

85-2630

87-0219

85-1579

89-3324

88－2105

施術所名称

相野谷施術院

あら き鍼灸治療院

有賀 鍼灸治療院

治 療 院いしじま

かすみ鍼灸院

川田治療院

観風 堂

月辰会鍼灸院

澤井 指圧治療院

清水鍼灸治＃

松圃鍼灸マッサージ治療院
しよう17孔どう

鍼 灸 敞玄堂

須藤マ ッサージ院

千代園鍼灸院

天王台健康院

東洋鍼灸院

長井治療院

l陰

住所

栄14-3

新木野1-1-37

台田2-7-53

湖北台8-1-1

天王台1-1-30

東我孫子2-21-36

柴崎台1-7-5

湖北台2-10-14

－ 1

我孫子60-17

中峠2003-9

我孫子170-2

柴崎台2-7-5

青山台4-21-22

緑2-2-1

高野山547

電話

82-1610

87－0700

83-2240

88-6318

84－9599

82-3318

82-8764

83-6459

88-3644

82-6202

83－0437

89-1341

88-1300

82-5560

82－8963

84－8161

82-4583

ロ '

I

日秀254-19 88-0829

低層住宅の環境保謹のための地域
第一種低層

住居専用地域

第一種

住居専用地域

小規模な店舗の立地は認められる、低層

住宅の環境保謹のための地域

第二種低層

住居専用地域

第
一
一 種

住居専用地域

中高層を含む住宅の環境保謹のための地

域

第一種中高層

住居専用地域

第二種中高層

住居専用地域

必要な利便施設の立地は認められる、中

高層を含む住宅の環境保謹のための地域

住居地域
第一種

住居地域

大規模な店舗、事務所の立地は制限され

る、住宅の環境保謹のための地域

第 二 種

住居地域

大規模な店舗、事務所の立地も認められ

る、住宅の環境保誰のための地域

準住居地域
道路沿道において、自動車関連施設等と

住宅が調和して立地する地域

近隣商業地域 近隣商業地域
近隣の住宅地の住民のための店舗、事務

所等の利便の増進を図る地域

商業地域 商業地域 店舗、事務所等の利便の増進を図る地域

準工業地域 準工業地域
環境の悪化をもたらすおそれのない工業

の利便の増進を図る地域外
国
人
の

た
め
の
日

本
語
講
座

５
月
叫
日
（
火
）
か
ら
嫌

週
火
曜
日
（
全
弱
回
）

５
月
ｎ
日
（
土
）
か
ら
毎

週
土
珊
日
（
全
開
回
）

日
本
鱈
購
師

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

睦
成
講
座

５
月
皿
日
（
火
）
か
ら

毎
週
火
鵬
日
（
全
型
回
）

フ
ラ
ン
ス

語
（
中
級
）

５
月
ｎ
日
（
土
）
か
ら
毎

月
第
２
．
４
土
蝿
臼
一
全
璽
回
）

フ
ラ
ン
ス

語
（
初
級
）

１
５
月
ｎ
日
（
土
）
か
ら
毎

月
第
２
．
４
土
晦
日
（
全
醒
回
）
’

中
国
語

５
月
５
日
（
祝
）
か
ら

毎
週
日
暇
日
（
全
鏥
回
）

英
会
話

（
中
級
）

５
月
廻
日
（
日
）
か
ら

毎
週
日
剛
日
（
全
鏥
回
）

英
会
話

基
礎
、

５
月
ｎ
日
（
土
）
か
ら

毎
週
土
峨
日
（
全
鏥
回
）

英
会
話

基
礎
Ｉ

５
月
、
日
（
金
）
か
ら

毎
週
金
曜
日
（
全
妬
回
）

講
座
名

開
講
日

市
民
プ
ラ
ザ

中
央
公
民
館

市
民
プ
ラ
ザ

市
民
プ
ラ
ザ

市
民
プ
ラ
ザ

市
民
プ
ラ
ザ

市
民
プ
ラ
ザ

布
佐
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

中
央
公
民
館

場
所

協
会
会
員

無
料

テキスト代は実費

な
し

釦
些
掻

川
端
芳
子

５
０
０
０
円

加
名

小
林
エ
イ
ラ

１
万
１
０
０

０
円
筌
靭
錘

小
林
エ
イ
ラ

１
万
１
０
０

０
円
参
靭
彗

別
捨
掻

１
１
エ
イ
チ
ュ
ウ

李
栄
中

７
５
０
０
円

各
期
ご
と

即
《
猶

ダ
ニ
エ
ル
・

イ
ヤ
ッ
タ

９
０
０
０
円

各
期
ご
と

肥
名

ア
レ
ク
サ
ン
ダ

ー
・
マ
カ
ボ
イ

８
０
０
０
円

各
期
ご
と

喝
空
缶

マ
ノ
イ
ケ
ル
・

テ
ー
ラ
ー

８
０
０
０
円

各
期
ご
と

配
名

講
師
名

費
用
定
員

午
後
２
時
か
ら
４
時

午
後
１
時
如
分

か
ら
３
時
“
分

午
前
、
時
加
分
か

ら
午
後
０
時
加
分

午
後
２
時
か
ら

４
時

午
後
２
時
か
ら

４
時

午
後
１
時
“
分

か
ら
３
時
“
分

午
前
加
時
か
ら

正
午

－，－

前
加
時
か
ら

午
時
間

工業地域 工業の利便の増進を図る地域工業地域

工業の利便の増進を図るための専用地域工業専用地域 工業専用地域

Ⅷ
月
旧
日
（
火
）

寒
さ
に
向
か
っ
て
の
植
木
の
保
謹
と
剪
定

扣
月
幅
日
（
火
）

球
根
の
植
え
付
け
に
つ
い
て

９
月
肥
日
（
水
）

花
壇
作
り
の
実
技

９
月
”
目

ー

家
庭
で
の
花
壇
作
り
の
設
計
に
つ
い
て

７
月
脆
旦

一
）

病
気
の
樹
木
と
外
科
治
療
方
法
に
つ
い
て

６
月
杷
旦

一
）

挿
し
木
と
植
木
の
移
植
に
つ
い
て

５
月
晦
日
（
水
）

庭
木
の
特
徴
と
管
理
の
仕
方
に
つ
い
て

４
月
〃
日
（
水
）

花
作
り
、
植
木
と
病
虫
害
に
つ
い
て

日
程

内

容



~ 一

謁 び 1996.4.1（4）
ー

＝第922号

こ
れ
か
ら
母
親
・
父
親
に
な
る

方
、
ご
家
族
の
方
も
ぜ
ひ
参
加
を
。

▽
日
時
４
月
四
日
（
金
）
午
後
０

時
蛎
分
か
ら
３
時
釦
分
（
受
付
は

午
後
０
時
訓
分
か
ら
）

▼
内
容
ビ
デ
オ
「
赤
ち
ゃ
ん
、

こ
の
す
ば
ら
し
き
生
命
」
、
産
科

医
の
話
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の

入
れ
方
（
実
習
）

4肩'の日曜｡休日当番陸
健
セ
ン
タ
ー
で

し診療時間午前9時から午後5時

し持参するもの保険証と診療費

北
台
１
の
胆
の
旧

（
湖
北
駅
南
口
徒
歩
２
分
）

（
師
）
１
１
３
１

ｌ
Ｉ
い
Ⅱ
‐
Ｅ
ト
ー

｜
’’ ぐ

母
親
学
級
日
程

､

’’

召
育
児
相
談
日
程

１
１
１

テレホン

サービス a(87)1141

麻
し
ん
、
三
種
混
合
参
フ
テ

リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
）
、
風

し
ん
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、

医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
実
施
医
療
機
関
お
よ
び

予
防
接
種
の
詳
細
は
、
予
防
接
種

ノ
ー
ト
（
出
生
お
よ
び
対
象
と
な

る
転
入
者
に
は
各
翌
月
に
郵
送
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
へ
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）
、

▼
対
象 ’ |，

」

予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

平
成
７
年
、
月
生
ま
れ
、 ’

|’
お
よ
び
生
後
妃
月
未
満
で
ま
だ
一

度
も
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
し
て
い
な
い

乳
幼
児

▼
日
時
＊
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

・
・
・
４
月
詔
日
（
火
）
＊
判
定
。
Ｂ

Ｃ
Ｇ
：
４
月
お
日
（
木
）
、
午
後
１

時
遁
分
か
ら
２
時
巧
分
受
付

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）

※
発
熱
な
ど
心
配
な
と
き
は
、
主

治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

生
後
３
か
月
か
ら
卯
か
月
ま
で

に
２
回
投
与
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は

６
週
間
以
上
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
４
月
嘘
日
（
火
）
午
後
１

時
巧
分
か
ら
２
時
通
分
受
付

▼
対
象
＊
１
回
目
…
平
成
７
年

、
月
以
前
生
ま
れ
の
方
＊
２
回

目
…
平
成
８
年
２
月
”
日
以
前
に

１
回
目
を
投
与
し
た
方

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
〈
発
熱
な
ど
心
配
な
と
き
は
、

主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
り

２
歳
８
か
月
児
を
対
象
に
歯
科

健
詮
歯
み
が
き
指
導
、
希
望
者

に
は
フ
ッ
化
物
塗
布
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
４
月
鵡
日
（
木
）
午
前
９

時
晦
分
か
ら
、
時
釦
分
受
付

▼
対
象
平
成
５
年
８
月
生
ま
れ

印
鑑

▼
壷
用
対
象
年
齢
内
は
無
料

’
ざ

jl

’
肩
こ
り
や
腰
痛
で
お
悩
み
の
方

は
い
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
個
別
相

談
も
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ぐ
肩
こ
り
・
腰
痛
教
室
日
程

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
通
知

ハ
ガ
キ
、
歯
ブ
ラ
シ
（
母
と
子
の

２
本
）
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

●
‐
‐
●
●
●
。
●
●
‐
●
●
●
●
』
●
‐
●
’
９
‐
，
’
０
‐
‐
‐
’
０
●
‘
脾
‐
Ｋ
Ｏ
●
’
○
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ

実施日’

’
’

新
婚
家
庭
の
主
婦
や
妊
産
婦
を

対
象
に
献
立
づ
く
り
の
ア
ド
バ

イ
ス
や
調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
４
月
泌
日
（
金
）
午
前
９

時
訓
分
か
ら
正
午
（
午
前
９
時
か

ら
受
付
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

さ
ん

用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
主

食
（
お
に
ぎ
り
等
）

▼
費
用
３
０
０
円
（
材
料
代
）

▼
申
し
込
み
電
話
で
４
月
四
日

（
金
）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

食
事
記
録
の
カ
ロ
リ
ー
チ
ェ
ッ

ク
や
献
立
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

高
血
圧
等
、
食
事
療
法
が
必
要

な
方
も
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
担
当
保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
士

▼
申
し
込
み
電
話
予
約
（
日
時

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▼
時
間
午
後
１
時
釦
分
か
ら
３

時
（
午
後
１
時
か
ら
１
時
釦
分
受

付
）▼

持
参
健
康
手
帳

▼
申
し
込
み
電
話
ま
た
は
直
接

お
い
で
く
だ
さ
い

E

一
柏
保
健
所
か
ら

▼
日
時
４
月
９
日
（
火
）
午
後
０

時
妬
分
か
ら
１
時
娼
分
受
付

▼
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
平
成
５
年
１
月
１
日
か

ら
１
月
錘
日
生
ま
れ
（
該
当
児
に

は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
尿
、

３
歳
児
健
康
診
査
票

▼
日
時
４
月
晦
日
（
月
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
４
時

▼
対
象
首
の
す
わ
り
が
遅
い
、

寝
返
り
が
遅
い
、
歩
か
な
い
な
ど
、

発
達
の
遅
れ
が
心
配
な
乳
幼
児

（
０
歳
か
ら
２
歳
児
ま
で
）

▼
内
容
発
達
心
理
相
談
貝
と
保

健
婦
に
よ
る
相
談
・
指
導

▼
申
し
込
み
電
話
で
柏
保
健
所

保
健
指
導
課
へ
（
予
約
制
）

▼
日
時

、

』
マ

』､

時
か
ら
２
時

▼
対
象
整
形
外
科
的
な
心
配
の

あ
る
超
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
薮

▼
内
容
整
形
外
科
医
に
よ
る
診

察
、
保
健
婦
に
よ
る
指
導
な
ど

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

柏
市
柏
２
５
５

壷
（
師
）
１
２
５
５

し
あ
わ
せ
学
級

母
親
学
級日

7日

14日

21日

28日

29日

病・医院名

我孫子つくし野病院

大串小児 科医院

我孫子聖仁会病院

平 和台病院

横 田 小 児科医院

アビコ外科整形外科病院

金山医 院

我孫子聖仁会病院

原田医 院

電話

84-2211

85-1385

88-3111

89-1111

84-4133

84-7321

89-4166

88-3111

88-3231

第
１
回

第
２
回

4月5日

(金）

1月12日

(金）

･妊娠中、産後の生

活

･妊婦体操(実習）

･妊娠中の歯科衛生

(歯みがき実習）

･妊娠中の栄狭

･赤ちゃんの薙渡

育

児
相
談

各
種
検
診
が
ス
タ
ー
ト

采
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
検
診
泌
日
ま
で
の
毎
週
水
雌
日
、
受

◎
子
宮
が
ん
検
診
…
釦
歳
以
上
付
は
午
後
１
時
か
ら
２
時

の
方
を
対
象
に
行
い
ま
す
（
電
争
委
託
医
療
機
関
で
の
検
診

話
で
予
約
が
必
要
）
・
定
員
に
◎
乳
が
ん
検
診
・
釦
歳
以
上
の

な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。
方
を
対
象
に
、
哩
月
ま
で
委
託

▼
持
参
受
診
券
（
４
月
中
に
医
療
機
関
で
行
い
ま
す
。

送
付
さ
れ
た
も
の
に
電
話
番
号

を
記
入
し
て
く
だ
さ
じ

※
子
宮
が
ん
検
診
・
成
人
病
健

診
睦
哩
月
ま
で
委
託
医
療
機

◎
成
人
病
健
診
・
・
如
歳
以
上
の
関
（
保
健
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

方
を
対
象
に
行
い
ま
す
。
血
液
参
照
）
で
直
接
受
診
で
き
ま
す
。

検
査
が
あ
り
ま
す
の
で
空
腹
画
愛
用
無
料

時
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
画
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ

圏
日
時
４
月
Ⅳ
日
か
ら
７
月
ｌ
壷
（
師
）
１
１
３
１

実施日

4月2日

(火）

4月9日

(火）

4月16日

(火）

4月23日

(火）

受付時間

午前9：15

～9：45

(該当児）

午前9？45

～10：30

(その他相溌のある方）

該当者

平成7年12月生

まれ

(通知します）

O～6歳児

(相談のある方）

１
飯
６
か
月
児
健
康
診
査

夜間 の急病のときは

4月11日

(木）

午前9：15～10：30

平
成
６
年
９
月
Ⅳ
日

か
ら
釦
日
生
ま
れ

4月4日

(木）

平
成
６
年
９
月
１
日

か
ら
妬
日
生
ま
れ

期
日

受付

対
象

ツ
ベ
ル
ク
リ
ゾ
ヨ
圏
叫

隆
呼
ぱ
び
判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ

ム
シ
歯
予
防
教
室

個 別接種

日
本
脳
炎

生
後
６
月
か
ら
卯
月
・
１
期
初
回
（
２
回
）
及

び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
種
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
‐
１
１
１

風

し

ん

’
生
後
３
月
か
ら
卯
月
・
１
期
初
回

ぴ
１
期
追
加
（
１
回
）
接
種

※
百
日
せ
き
に
か
か
っ
た
人
は
、

（
３
回
）
及

二
種
混
合
を

三
種
混
合

癖
噸
》
一

麻
疹
（
は
し
か
）

生
後
勉
月
か
ら
卯
月
．
１
回
接
種

‐

予
防
接
種
名

窮
屈
な
靴
を
履
く
こ
と
に
よ
っ
て
魚
の
目
は
、
表
皮
の
角
質
層
の
合
わ
な
い
靴
を
履
か
な
い
こ
と

健
康
メ
モ
⑬
籍
を
謬
よ
う
と
す
る
力
茄
一
譲
奨
化
し
て
馬
の
湊
が
鑿
で
す
。

わ
り
続
け
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
ま
で
食
い
込
ん
だ
も
の
で
、
足
は
、
左
右
や
朝
夕
で
大
き

足
の
障
害
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
◎
陥
入
爪
押
す
と
痛
み
ま
す
。
さ
が
違
い
ま
す
。
靴
を
選
ぶ
と

り
ま
す
が
、
靴
が
原
因
で
生
じ
陥
入
爪
は
、
爪
の
端
で
指
を
傷
幅
の
狭
い
靴
に
よ
り
、
小
指
や
き
に
は
、
足
が
少
し
大
き
め
に

る
障
害
の
代
表
的
な
も
の
に
つ
け
、
細
菌
感
染
し
て
傷
口
が
な
指
の
間
に
で
き
る
こ
と
が
多
く
み
な
る
午
後
に
実
際
に
靴
を
履
き

が
い
肱
ん
ぽ
し
か
ん
に
今
う
そ
フ

外
反
母
趾
、
陥
入
爪
、
魚
の
目
か
な
か
治
ら
ず
、
強
い
痛
み
が
あ
ら
れ
ま
す
。
少
し
歩
い
て
み
て
、
中
で
指
を

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
動
か
せ
る
か
、
足
を
前
に
押
し

足
の
健
康
と
靴
窪
蕊
饗

◎
外
反
母
趾

外
反
母
趾
は
、
足
の
親
指
が

外
側
に
反
り
、
付
け
根
部
分
の
圧
迫
さ
れ
る
部
分
が
な
い
か
な

飛
び
出
し
た
関
節
が
靴
に
当
た
り
ま
す
。
◎
靴
を
選
ぶ
と
き
は
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

っ
て
炎
症
を
起
こ
す
も
の
で
、
ゴ
ム
底
の
運
動
靴
を
底
に
窪
み
一
易
よ
う
な
足
に
関
係
し
た
障
子
ど
も
に
は
成
長
に
合
っ
た
も

繰
り
返
す
た
び
に
症
状
は
悪
化
が
で
き
る
ほ
ど
長
時
間
履
き
続
け
害
は
、
靴
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
を
、
商
齢
者
に
は
軽
く
て
踵

か
か
と

し
、
靴
を
履
く
こ
と
も
で
き
な
る
と
、
親
指
が
ね
じ
れ
爪
の
端
が
こ
と
が
多
く
、
踵
の
高
い
靴
を
長
が
低
く
安
定
感
の
あ
る
も
の
を

い
ほ
ど
痛
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
食
い
込
む
こ
と
が
原
因
で
起
き
、
時
間
履
き
続
け
て
い
る
と
腰
痛
が
選
ぶ
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

も
と
も
と
の
要
因
も
あ
り
ま
中
・
高
校
生
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
起
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
予
防
▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医

す
が
、
最
大
の
原
因
は
先
細
の
◎
魚
の
目

や
治
療
に
は
、
な
に
よ
り
も
足
に
師
会
云
（
理
５
５
２
５

1月2日

(火）

4月9日

(火）

4月16日

(火）

4月25日

(洞

･体操（深呼吸、体を動

かす基本）

･栄斐のパランスをとる
ために

･屑こり腰痂予防の体操

.正しい歯のみがき方と
歯そうのうろうの予防

･屑こり腰痛予防の体操

･保健推進貝による健康

体操

主な内容 肩
こ
り
。
腰
痛
教
室

栄
養
相
談

す
こ
や
か
栄
養
教
室

乳
幼
児
発
達
相
談

３
歳
児
健
康
診
査

療
育
相
談

Ｉ心
の
健
康
相
談

ア
ル
コ
ー
ル
燈
み
ご
と
相
醸
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価
値
あ
る
人
生
を
こ
れ
か
ら
も

楽
し
く
、
新
し
い
友
だ
ち
と
学
び

あ
い
、
心
豊
か
に
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
学
習
内
容
＊
現
代
社
会
を
理

解
す
る
＊
心
と
体
の
健
康
を
守

る
＊
社
会
見
学
や
研
修
旅
行

＊
人
間
関
係
に
つ
い
て
＊
郷
土

の
歴
史
や
文
学
な
ど

▼
学
習
年
限
４
年
間

▼
日
時
主
に
火
・
木
・
金
峨
日

の
午
前
、
時
か
ら
午
後
３
時
（
月

に
２
か
ら
３
回
実
施
し
、
年
間
弱

回
程
度
）

▼
場
所
湖
北
地
区
公
民
館

／

』
自
ら
学
び
、
自
分
ら
し
く
生
き

る
た
め
の
素
敵
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

学
ぶ
喜
び
と
心
の
ふ
れ
あ
い
を

求
め
て
学
習
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▼
学
習
年
限
２
年
間

▼
学
習
日
主
に
木
峨
日
（
月
に

２
か
ら
３
回
実
施
し
ま
す
が
、
内

容
に
よ
り
午
後
に
な
る
場
合
有
り
）

▼
場
所
中
央
公
民
館

▼
募
集
人
員
釦
名
（
た
だ
し
、

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
応
募
賓
格
市
内
在
住
の
訓
歳

以
上
露
歳
未
満
の
女
性
で
、
２
年

心
春
の
訪
れ
と
と
も
に
公
民
館
で
は
、
４
月
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
講
座
や
学
級
を
開
設
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
人
と
人
と

の
出
会
い
を
通
し
て
新
し
い
自
分
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん

か
。
申
し
込
み
は
各
講
座
・
学
級
ご
と
に
お
願
い
し
ま
す
。

豊

か
に
学
ぶ
人

つし 句

い
白
聞

け
て
み

▼
募
集
人
員
男
性
塑
名
、
女
性

加
名
（
た
だ
し
、
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
黄
年
間
５
０
０
０
円

（
研
修
旅
行
饗
等
は
別
途
）

▼
応
募
資
格
市
内
在
住
の
妬
歳

以
上
の
方
（
昭
和
６
年
４
月
１
日

以
前
生
ま
れ
）
で
４
年
間
通
し

て
参
加
で
き
、
定
城
を
お
持
ち
で

な
い
方

▼
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

師
殿
性
別
生
年
月
日
、
砥
話

番
号
を
明
記
し
、
４
月
６
日
（
土
・

消
印
有
効
）
ま
で
に
我
孫
子
新
田

謎
中
央
公
民
館
長
寿
大
学
係
へ

間
出
席
で
き
る
方
（
た
だ
し
、
お

子
様
連
れ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
ｃ

▼
学
習
内
容
＊
教
養
と
趣
味
の

向
上
＊
市
民
意
識
の
深
化
＊

望
ま
し
い
人
間
関
係
の
樹
立
な
ど

▼
参
加
蜜
年
間
４
０
０
０
円

（
た
だ
し
『
研
修
旅
行
費
な
ど
は

別
途
）

▼
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

玲
雛
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
４
月
６
日
（
土
・
消
印

有
効
）
ま
で
に
我
孫
子
新
田
型
中

央
公
民
館
婦
人
大
学
係
へ

今

’ 陸
分
を

よ
う

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い

わ
が
ま
ち
、
我
孫
子
の
歴
史
や
文

化
を
新
し
い
仲
間
と
一
緒
に
楽
し

く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
学
習
日
時
４
月
か
ら
平
成
９

年
３
月
ま
で
の
主
に
第
１
．
３
土

咄
日
午
前
、
時
か
ら
正
午
（
学
習

内
容
に
よ
り
午
後
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
全
Ⅳ
回
）

▼
開
級
式
４
月
加
日
（
土
）

▼
場
所
中
央
公
民
館

▼
学
習
内
容
＊
我
孫
子
と
白
樺

／
わ
が
ま
ち
我
孫
子
の
再

▼公民館講座一覧

’ ’

中央公民館

a(82)0515

湖北地区公民館

壷(88)4433

醗
謹

派
文
学
の
か
か
わ
り
＊
利
根
川

の
歴
史
＊
バ
ス
で
の
市
内
め
ぐ

り
＊
手
賀
沼
船
上
見
学
な
ど

▼
募
集
人
員
抑
名
（
市
内
在
住

で
加
歳
以
上
の
方
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
参
加
蜜
年
間
２
５
０
０
円

▼
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

醗
都
年
齢
性
別
電
話
番
号

を
明
記
し
、
４
月
６
日
主
・
消

印
有
効
）
ま
で
に
我
孫
子
新
田
謎

中
央
公
民
館
市
民
学
級
係
へ

、
年
齢
性
別
、
電
話
番
号
、

|，
蘆
ー

’
／

℃

も
に
楽
し
も
う

ﾛ

I

親子で楽しいふれあいを
ノ

▼のびのび親子学級日程

、

日
ま
で
の
毎
月
第
２
．
４
土
曜
日

午
前
、
時
か
ら
午
後
３
時
鋤
分

（
全
８
回
）

▼
場
所
湖
北
地
区
公
民
館

▼
募
集
人
員
男
性
哩
名
、
女
性

８
名
（
た
だ
し
、
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
壷
１
５
０
０
円
（
材
料

費
等
は
別
途
、
全
８
回
分
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
住
所
玲
鋤
年
輪
電

話
番
号
を
明
記
し
、
４
月
６
日

主
・
消
印
有
効
）
ま
で
に
中
里

瓢
の
３
湖
北
地
区
公
民
館
ふ
れ
あ

い
陶
芸
係
電
（
配
）
４
４
３
３
へ

※
障
害
者
の
方
で
陶
芸
に
応
募
さ

れ
る
時
、
手
話
等
を
必
要
な
場
合

は
、
そ
の
旨
を
明
記
す
る
こ
と
。

号
、
子
ど
も
の
生
年
月
日
と
性
別

を
明
記
し
、
４
月
６
日
王
・
消

印
有
効
）
ま
で
に
中
里
鉦
の
３
湖

北
地
区
公
民
館
の
び
の
び
親
子
学

級
係
へ

▼
注
意
対
象
児
よ
り
小
さ
い
お

子
さ
ん
を
連
れ
て
参
加
を
希
望
す

る
場
合
は
「
申
し
込
み
の
ハ
ガ
キ

に
必
ず
、
そ
の
子
ど
も
の
氏
名
、

年
齢
を
併
記
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
対
象
児
よ
り
大
き
い
お

子
さ
ん
を
連
れ
て
の
参
加
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

｜'

し
三
歳
児
親
子
学
級
日
程

、
子
ど
も
の
可
能
性
を
考
え
よ
う

家
庭
敦
胄
挙
細

考えてみませんか子育てを
こ

自
我
も
芽
生
え
は
じ
め
、
子
育

て
が
難
し
く
な
る
３
歳
．
：
。
大
切

な
こ
の
時
期
リ
ズ
ム
遊
び
を
通

し
て
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
深

め
、
集
団
の
中
で
、
子
育
て
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
場
所
。
募
集
人
員
＊
中
央
公

民
館
：
．
火
曜
コ
ー
ス
（
妬
組
）

＊
湖
北
地
区
公
民
館
：
木
曜
コ
ー

ス
（
究
組
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

｜

’

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
学
習
し
、

住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
募

ら
せ
る
よ
う
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
。
場
所
４
月
か
ら
平
成

９
年
３
月
ま
で
の
毎
月
第
１
（
班

別
学
習
）
・
第
３
（
合
同
学
習
）

水
唯
日
の
午
前
中
、
中
央
公
民
館

▼
班
別
学
習
＊
１
班
孟
名
）
：
、

高
齢
者
の
基
礎
コ
ー
ス
＊
２
班

茄
名
）
・
・
・
在
宅
介
謹
支
援
セ
ン
タ

ー
の
役
割
等
＊
３
班
（
ｍ
名
）
…
地

▼
学
習
内
容
＊
親
と
子
の
か
か

わ
り
方
＊
子
ど
も
の
心
を
よ
む

言
ｌ
ル
プ
レ
イ
ン
グ
）
＊
家

族
の
健
康
＊
親
子
で
遊
ぼ
う

＊
市
内
史
跡
め
ぐ
り
＊
郷
土
料

理
＊
手
黄
沼
船
上
学
習
な
ど

▼
応
募
資
格
小
学
校
１
年
生
を

持
つ
親
ま
た
は
保
謹
者
（
１
年
間

を
通
し
て
参
加
で
き
る
方
）

▼
参
加
費
年
間
３
５
０
０
円

▼
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

醗
謹
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
の

学
校
名
、
希
望
す
る
学
級
名
、
連

れ
て
く
る
幼
児
の
氏
名
、
年
齢
を

明
記
し
、
４
月
晦
日
（
月
・
消
印

有
効
）
ま
で
に
我
孫
子
新
田
弘
中

央
公
民
館
家
庭
教
育
学
級
係
ヘ

ノ

B

、

号
、
子
ど
も
の
生
年
月
日
、
性
別
、

希
望
コ
ー
ス
を
明
記
し
、
４
月
６

日
王
・
消
印
有
効
）
ま
で
に
我

孫
子
新
田
鯉
中
央
公
民
館
三
歳
児

親
子
学
級
係
へ

蓉
帳
弛
錘
》
子
《
寧
李
に
》
諦
審

▼
応
募
資
格
３
歳
児
（
平
成
４

年
４
月
２
日
か
ら
同
５
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）
を
持
つ
親

▼
参
加
蜜
年
間
４
０
０
０
円

シ
家
庭
教
育
学
級
日
程

域
に
お
け
る
高
齢
者
の
憩
い
の
場

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｄ
■
１
９
８
日
Ⅱ
Ⅱ
！
■
日
Ⅱ
０
０
■
Ⅱ
０
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

＝

長
寿
大
学

素
敵
な
出
会
い
を
求
め
て

婦
人
大
、
掌

新
し
い
自
分
を
さ
が
し
ま
せ
ん
か
」

Ｉ
０
Ｉ
ｔ
ｆ
１
６
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

‐
‐
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
■
１
１
■
■
■
■
■

公
民
館
露
座

市
民
掌

、

綱

庭
木

手
入

れ の’

7 6

月一月

土
峨
日
の
午
後

全
５
回

庭
木
の
蝶
毒
な
ど

25名

１
０
０
０
円

男
塾
65

月一月

土
曜
日
の
午
後

全
３
回

住
ま
い
の
お
手
入
れ

簡
単
な
修
繕

25名

１
０
０
０
円

他
実
費
別
途

写
真
教
室

115

月一月

主
に
第
２
．
４

水
曜
日
の
午
前

全
加
回

写
真
を
撮
る
時
の
心
構
え
、
カ

メ
ラ
の
構
え
方
な
ど
写
真
の
初

歩
か
ら

テ
ー
マ
「
自
然
と
環
境
」

30名

２
０
０
０
円

男
性
料
理

115

月一月

主
に
毎
月
２
回

土
曜
日
の
午
前

全
胆
回

時
節
の
素
材
を
い
か
し
た
惣
菜

づ
く
り

30名

２
５
０
０
円

材
料
費
別
途

講
座
名

期
間

学
習
日

内
容

定
員

参
加
賛

※申し込みについて

学級は1人1学級、

講座は1人2講座ま

でです。

ー〃－4
1－，苧〃’－1〃、．

のびのび親子掌細
前
期
。
初
心
者
ふ
れ
あ
い
陶
薑

回

1

2

3

4

5

6

7

8

９
｜
加

学習内容

親
子
で
あ
そ
ぼ
う

みんないっしょ({ill間作り）

開級式､オリエンテーション

のびのび3歳

親子の健康

豊かな心を育てよう

お母さん、見て／

お父さんといっしょ

友だちできた／

見直そう恥おやつ〃

お母さんといっしょ

学習

５
月
か
ら
ｎ
月
ま
で
の
主
に
火
曜
日
の

午
前
皿
時
鋤
分
か
ら
ｎ
時
測
分
（
全
加
回
）

、ひざ竜

三歳児親子掌細

回

学
習
内
容

日時'5月から平成9年3月までの午前10時~正午栓11回）

前
半

後
半

1

リズムあそび

学
習
を
始
め
る

に
あ
た
っ
て

2

み
ん
な
仲
良
し

3 4

丈
夫
な
か
ら
だ

5

子
ど
も
の
心

6

絵
本
と
子
ど
も

7

み
ん
な
友
だ
ち

8

三
歳
暇
宍
ン
ザ
イ

9 10

学
習
を
終
え
る

に
あ
た
っ
て

11

お
も
い
で
会

社
会
敦
胄

在
宅
ケ
ア
の
充
実
を
崖

家庭教育学級名 主な学習場所（学習日） 学習時間 定員

1

2

3

4

あびこ北地区

あびこ南地区

天王台地区

湖北地区

つくし野コミュニティホール(＊に木R細）

中央公民館（主に金11臘日）

天王台北近隣センター（主に金11,日）

湖北地区公民館（主に火剛日）

5 布佐地区 布佐市民センター
ステーションホール (主に木1111日）

午
前
中
２
時
間

（
年
間
刈
回
以
上
）

各
学
級
と
も
如
名
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一

暖
か
な
春
の
日
差
し
を
あ
び
な

が
ら
、
自
然
と
親
し
み
、
読
書
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
書
名
（
著
者
）
＊
ア
ウ
ト
サ

の
ぼ
る

イ
ド
（
岡
田
昇
）
＊
備
え
あ
れ

嘩
蜂
斗
卦
蝉
辨
誌
国
鋤
一
」
ん
誌
函

も
と
や
逸

楽
し
い
ご
近
所
自
然
探
検
（
本
山

彊
包
＊
自
然
の
ポ
ケ
ッ
ト
か

ら
（
本
山
賢
包
＊
野
外
料
理

の
レ
シ
ピ
集
＊
ア
ウ
ト
ド
ア
基

本
図
鑑
（
家
の
光
協
会
）
＊
野

外
遊
び
大
図
鑑
＊
す
ぐ
に
役
立

つ
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
入
門
（
満
水
ケ

イ
ゾ
ー
）
＊
ミ
シ
シ
ッ
ピ
河
上

の
生
活
今
－
ク
・
ト
ウ
エ
イ
と

’旦
杢
・
市
塁
驫
第
土
議
室
や
い

＊
４
月
ｎ
日
（
木
）
・
溺
日
（
木
）
：
、
一
手
』

布
佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や

Ｉ
！

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
楽
し
い

お
話
を
し
ま
す
。
４
歳
か
ら
９
歳

ま
で
の
チ
ビ
ッ
子
集
ま
れ
。

▼
日
程
＊
４
月
４
日
（
木
）
・
鵡

態
市
民
図
書
館

態
湖
北
台
分
館

殿
布
佐
分
館

態
移
動
図
誓
館

6一
図
書
館

だ
よ
り

壷
（
別
）
１
１
１
０

巷
（
印
）
３
０
５
５

壷
（
的
）
１
３
１
１

容
（
印
）
０
９
０
９

◎
湖
北
台
分
館

Ｉ
水
墨
画
１

猿
ど
う

▼
作
品
・
作
者
＊
補
萄
（
ｍ
号
）

：
．
福
井
久
実
子
＊
風
景
（
ｍ
号
）

：
．
中
條
く
に
子
＊
シ
ク
ラ
メ
ン

元
号
）
：
・
白
川
雅
子
＊
手
賀

夕
照
（
８
号
）
：
．
松
崎
利
三
郎

＊
花
（
、
号
）
・
・
・
小
野
キ
ク
メ

※
い
ず
れ
の
作
者
も
中
峠
に
お
住

ま
い
の
方
で
す
。

◎
布
佐
分
館

Ｉ
木
彫
四
人
展
Ｉ

▼
作
品
。
作
者
＊
バ
ラ
の
時
計

自
信
目
国
甲
ヤ
ラ
リ
ー
’

▼
時
間
い
ず
れ
も
午
後
４
時
か

ら
４
時
訓
分

かせ号(:雛:)4月の日程(蕊）
亜工旦 |ｽﾃｰｼｮﾝ名I場所｜時間(午後）

|湖北|湖北地区公民館|1:20~1:50
1中峠|中峠亀田谷公園’2:10~2:40
1青山台|柴崎台4号公園3:00~4:00
1平和台布佐南近隣センター2:00~2:40
1新木野新木児童公園3:00~4:00
久寺家久寺家あけぼの公園2:00～2:45

つくし野東急ショッピングセンター裏3:00～4:00

天王台東|天王台東児童公園2:00~2:50
1天王台西浅野谷3号公園3:10~4:00
'白山三洋電機社宅入口1:30～2:15

並木丸石家具駐車場2:30～3:00

台田台田池尻公園3:20～4:00

根戸根戸近隣 セン ター 2: 00 ～2 :40

つくし野|東急ｼｮｯビﾝダｾﾝﾀー 裏3:00~4:00

１３．Ｗ ヤ
ラ
リ
！

水

’
木

４
．
冊

５
．
円

今
逗

「
歩
行
者
も
心
の
ブ
レ
ー
キ

踏
む
勇
気
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

４
月
６
日
（
土
）
か
ら
巧
日
（
月
）
ま

で
全
国
一
斉
に
春
の
交
通
安
全

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

４
月
は
新
入
学
の
季
節
で
す
。

普
段
よ
り
交
通
量
が
増
し
て
い

る
う
え
、
車
に
慣
れ
て
い
な
い
子

/、歩
行
者
も
心
の
ブ
レ
ー
キ
踏
む
勇
気

｜
・
・
秋
山
泰
子
＊
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス

の
鏡
…
三
浦
恵
子
＊
ア
マ
リ
リ

ス
の
鐘
・
・
永
野
純
子
＊
レ
リ
ー

フ
：
・
宇
田
川
敏
子

※
い
ず
れ
の
作
者
も
布
佐
平
和
台

に
お
住
ま
い
の
方
で
す
。

囮
展
示
期
間
４
月
４
日
（
木
）
か

ら
詔
日
（
日
）
ま
で

水’
10

血’
１
１

４
月
６
日
（
土
）
か
ら
個
日
（
月
）
ま
で
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施

11
0

25
木

胆
・
恥

金

ど
も
た
ち
が
道
路
に
出
る
こ
と
が

多
く
な
り
、
事
故
の
多
発
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
交
通
事
故
に
逆

わ
な
い
よ
う
、
こ
の
機
会
に
子
ど

も
と
一
緒
に
ご
家
族
で
交
通
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
か
ら
の
図
雷
館
に
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
を
読
ん
だ

り
、
借
り
た
り
す
る
だ
け
で
な
く

地
域
の
人
た
ち
の
生
活
に
密
着
し
、

独
自
の
文
化
を
生
み
出
す
場
所
に

な
る
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
図
書

館
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
作
っ
て

い
く
の
か
、
皆
さ
ん
い
っ
し
ょ
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
４
月
型
日
（
且
午
後
１

時
か
ら
３
時

▼
場
所
市
民
会
館

▼
内
容
講
演
：
。
「
図
書
館
は
市

民
が
つ
く
る
」
講
師
…
菅
厘
崎

（
図
書
館
計
画
施
設
研
究
所
量

▼
参
加
蜜
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
図
書
館
へ
行
こ

う
会
左
古
壷
（
鍵
）
４
８
３
９

人書
館
は
市
民

図
Ｉ
ぐ

ｒ
集
ヵ

》

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

自
転
車
の
通
行
マ
ナ
ー
の
向
上

軍

占
〃11，〃B

に
仁
瀧
囎
、
、
Ｉ
市
で
は
、
身
体
障
害
者
や
知
的
に
な
り
ま
す
の
で
、
利
用
す
る
と
一
降
り
初
め
て
や
が
て
音
あ
り
春
の
暮
萩
谷
日
出
夫

障
害
者
の
方
が
タ
ク
シ
ー
を
利
用
き
に
は
手
帳
を
忘
れ
ず
に
持
っ
て
一
・
限

対
岸
を
興
一
文
字
に
野
火
走
る
海
老
原
千
代
子

通
事
故
防
止

す
る
場
合
、
料
金
の
一
部
を
補
助
い
き
ま
し
ょ
う
。

一
す
に
い
ぬ
ふ
ぐ
り
地
上
に
星
を
ち
り
ば
め
し
田
中
栄
太
郎

の
徹
底

に
よ
る
交
通
事
故
防
止
》
搾
畦
壷
咋
銅
極
》
ク
シ
ー
券
を
な
お
、
前
年
度
の
タ
ク
シ
ー
券
一
壬
咋
：
・
・
…
：
．
・
・
・
…
…
…
…
…
・
・
：
：
．
…
・
…
．
：
…
…
：
・
・
…
．

は
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

一
一
圦
癖
病
癒
え
リ
ハ
ビ
リ
兼
ね
て
万
歩
計
腰
に
挟
み
て
遊
歩

の
向
上

平
成
８
年
度
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
▼
問
い
合
わ
せ
障
害
福
祉
課
云
一
誼
詫
燕
道
を
行
く
須
田
博

Ｉ
券
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
利
用
を
（
蓮
１
１
１
１
内
線
３
５
０
一
く
ガ
広
リ
ウ
マ
チ
に
病
み
ゐ
る
手
も
て
「
元
気
な
り
」
と
友

一
拒
抄
鋤
へ
の
便
り
ゆ
っ
く
り
と
書
く
小
林
直
江

陸
剛
哩
出
演
者
を
募
集
一
繍
蝋
》
艤
賎
鯉
蕊

《
よ
月
我
見
分
か
ず
な
り
ぬ
三
谷
和
夫

市
民
プ
ラ
ザ
で
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
一
だ
毎
。

一
芸
は
す
先
う
っ
す
ら
と
夕
べ
に
種
も
り
し
雪
踏
み
て
海
辺
の
町

き
ん
に
薑
ま
ぎ
臺
暴
を
楽
し
一
縦
錆
澪
堂
難
一
簑
鵠
は
騨
灘
一
感
縫
の
茶
会
に
向
か
ぶ
小
出
礼
子

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
市
民
の
皆

建
国
の
記
念
日
な
れ
ど
い
ま
に
な
ほ
悔
恨
の
思
ひ
妻

ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
音
楽
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
出
演
者
禿
だ
し
、
生
音
楽
に
限
る
）
一
の
逝
き
し
日
岡
田
清
一

そ

を
勉
強
中
の
学
生
や
若
手
音
楽
家
を
募
集
し
ま
す
。
自
分
た
ち
の
音
▼
出
演
料
交
通
識
お
よ
び
準
備
一
選
新
雪
の
と
け
て
す
が
た
の
見
え
初
め
し
水
仙
の
花
た

の
方
に
発
表
し
て
い
た
だ
け
る
場
楽
を
、
多
く
の
方
に
聴
い
て
ほ
し
費
と
し
て
、
個
人
・
グ
ル
ー
プ
に
一
太
ち
ま
ち
匂
ふ
村
上
弘

を
作
る
た
め
に
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
い
と
思
っ
て
い
る
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
一
律
５
０
０
０
円

寛
寒
さ
に
も
負
け
ず
グ
ラ
ン
ド
走
り
ゐ
る
小
学
生
に
し

在
權
蕊
講
騨
雛
域
》
鵠
は
縞
轆
滑
峠
酎
で
睦
鋸
識
鰯
熱
蝋
離
船
一
鯛
岼
謙
鯉
滝
上
に
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
芽
を
覗
か
せ
て
早

－
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
築
田
つ
ゆ
子

個
人
で
の
リ
サ
イ
タ
ル
や
発
表
会
る
若
手
音
楽
家
・
音
楽
を
勉
強
中
（
金
）
ま
で
に
市
民
プ
ラ
ザ
へ
直
接
一
庭
先
の
梅
の
香
り
に
春
つ
れ
し
お
ひ
な
さ
ま
甘
い
お

を
開
催
す
る
こ
と
も
支
援
者
の
少
の
学
生
の
方
亟
歳
以
上
）
持
参
毒
（
理
２
１
１
１
酒
に
紅
さ
し
て
田
口
恵
子

な
い
こ
う
し
た
人
た
ち
に
は
、
手
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－

蕊

軽
に
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

▼
コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意
取

し
、
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

尋
頓
柵
可
皿
調
贈
藩
荊
肚
》
一
》
《
．
》
》
“
》
錨
》
恥
岬
一
撫
鯏
珊
一
黙
念
（
記
）
‐
薯
と
し
ま
す
．
衣
類
生
き
物
、

品
電
気
製
品
、
学
習
用
品
な
ど
、

主
と
し
て
日
用
雑
貨
等
の
耐
久
消

い
ず
れ
も
土
曜
日
午
後
５
時
鋤
分
画
伺
僖
塗
職
錨
諦
鯛
誇
睡
鮒
池
鴫
諦
㈱
－
７
７
６
〉
＊
一
輪
車
〈
松
本
壷
自
動
車
（
原
動
機
付
き
自
転
車
等

４
鋤
赦
》
榊
卦
鋤
岬
嘩
峨
餡
綱
吋
轤
一
睡
哩
鰐
０
葎
連
絡
先
へ
直
接
▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
雲

か
ら

を
含
む
）
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

▼
場
所
市
民
プ
ラ
ザ

▼
入
場
料
無
料
Ｉ
蓮
絡
し
て
く
だ
員
．
垂
１
１
１
１
内
線
３
２
９

轡
１
１
１
１
１
Ⅱ
勺
恩
１
１
↓

ま
た
、
皆
ざ
ん
一
人
ひ
と
り
が

子
ど
も
た
ち
の
換
範
と
な
る
よ
う

に
常
に
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識

を
持
ち
、
悲
惨
な
事
故
を
な
く
す

た
め
に
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

守
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
容

（
顕
）
１
１
１
１
内
線
３
３
０

目
標

５
月
Ⅲ
日

（
金
）
ま
で

丁 、／

発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か

あ
な
た
の
音
楽

4月は土地月間
土地について公共の福祉を優先

することなど、土地基本法の理念

や土地対策の重要性を理解してい

ただくため、4月は土地月間とな

っています。

土地月間に合わせて、平成8年

地価公示が発表されました。これ

は、適正な土地価格を公表し、土

地を売買するときの目安としてい

ただくもので、市内の公示価格は

都市計画課で閲覧できます。

P問い合わせ都市計画課都市対

策係狂(85)1111内線574

呼
希
望
さ
れ
る
方
は
障
害
福
祉
課
で

更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
交
付
を
受
け
ら
れ
る
方
市
内

在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳
１
．
２

級
ま
た
は
療
育
手
帳
④
．
Ａ
を
所

持
し
て
い
る
方
（
児
）

▼
交
付
枚
数
年
間
妃
枚
（
人
工

透
析
を
受
け
て
い
る
方
は
妬
枚
）

▼
交
付
に
必
要
な
も
の
身
体
障

害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
、
印

鑑※
身
体
障
害
者
手
帳
・
癖
育
手
帳

を
お
持
ち
の
方
は
、
等
級
に
関
係

な
く
タ
ク
シ
ー
料
金
が
１
割
引
き

に
な
り
ま
す
の
で
、
利
用
す
る
と

き
に
は
手
帳
を
忘
れ
ず
に
持
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
前
年
度
の
タ
ク
シ
ー
券

は
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
障
害
福
祉
課
云

（
蓮
１
１
１
１
内
線
３
５
０’

俳句

染谷杲径選

せ
い
そ
ん

影
が
追
う
け
ん
け
ん
遊
び
春
隣
和
田
正
邨

巽
の
課
に
月
署
り
お
り
冨
學

ば
く

春
の
夢
誤
に
半
分
食
わ
れ
け
り
壁
谷
千
鶴
子

猫
柳
そ
の
や
わ
ら
か
さ
抱
き
に
け
り
柴
橋
紀
代

日
脚
の
ぷ
た
だ
そ
れ
だ
け
で
う
れ
し
く
て
田
口
一
子

豊
か
な
る
利
根
の
渡
船
の
春
の
月
宮
腰
多
加
雄

と
し

こ
の
齢
の
霜
焼
け
の
し
て
母
似
な
り
松
浦
白
梅

も
ぐ
ら
土
踏
ん
で
そ
こ
こ
こ
草
萌
え
る
篠
田
ま
さ

春
な
か
ば
疎
遠
の
友
を
訪
ね
け
り
斉
藤
幸
子

そ

降
り
初
め
て
や
が
て
音
あ
り
春
の
暮
萩
谷
日
出
夫

対
岸
を
興
一
文
字
に
野
火
走
る
海
老
原
千
代
子

い
ぬ
ふ
ぐ
り
地
上
に
星
を
ち
り
ば
め
し
田
中
栄
太
郎

－

お
は
な
し
会

心

〆‐

〃

、

ひ

ろ

轍

市
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1
1
1 行

政
情
報
資
料
室
を
開
設

－一

今日から受け付けを開始

麓薑鶉憩制貸し圏し 行
政
資
料
を
お
気
軽
に
ご
覧
く
だ
さ
い

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

自治会。グループ単位でご利用を

市
で
は
、
４
月
か
ら
庭
木
消

毒
用
小
型
噴
霧
器
（
容
量
７
リ

ッ
ト
ル
）
Ｉ
写
真
Ｉ
の
貸
し
出

し
、
及
び
薬
剤
（
デ
ィ
プ
テ
レ

ッ
ク
ス
乳
剤
）
の
無
料
配
付
を

行
い
ま
す
。
自
治
会
ま
た
は

グ
ル
ー
プ
単
位
で
貸
し
出
し
ま

す
の
で
、
希
望
す
る
団
体
は
実

施
戸
数
を
把
握
し
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
薬
剤
の
み
の
配

付
も
行
い
ま
す
。

▼
貸
し
出
し
４
月
８
日
（
月
）

か
ら
（
貸
し
出
し
期
間
は
２
週

間
。
台
数
は
実
施
戸
数
に
よ
ゑ

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

電
話
ま
た
は
直
接
、
公
園
緑
地

課
壷
（
顕
）
１
１
１
１
へ

駐車場

市役所本庁1階

q

乖両玄関

慎響琴I化。
｜市民課

｛
稗
串
峰
癖
罎
）

に ノ

市
で
は
、
今
日
か
ら
市
役
所
本

庁
１
階
市
民
ホ
ー
ル
脇
の
傭
報
公

開
総
合
窓
口
に
、
行
政
情
報
査
料

室
を
開
設
し
ま
す
。

行
政
情
報
査
料
室
は
、
昨
年
４

月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
情
報
公
開
制

度
と
併
せ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

行
政
の
情
報
・
資
料
を
手
軽
に
見

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
設
け
た
も

の
で
す
。

同
査
料
室
で
は
、
市
役
所
各
課

で
作
成
し
た
計
画
書
、
各
種
刊
行

物
、
統
計
資
料
な
ど
を
各
課
ご
と

に
整
理
し
、
国
や
県
、
他
市
町
村

の
行
政
資
料
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
必
要
な
場
合
は
行
政
査

料
や
お
持
ち
い
た
だ
い
た
書
類
な

ど
を
コ
ピ
ー
（
有
料
・
１
枚
、
円
）

市
で
は
、
家
庭
で
で
き
る
ゴ
ミ

の
減
量
を
進
め
る
た
め
、
生
ゴ
ミ

を
堆
肥
に
す
る
容
器
の
購
入
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
、
家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ

の
う
ち
、
約
釦
許
は
生
ゴ
ミ
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
生
ゴ
ミ

を
減
量
す
る
た
め
に
、
堆
肥
化
容

器
を
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
で
き

た
堆
肥
は
家
庭
菜
園
や
プ
ラ
ン

タ
ー
栽
培
に
利
用
で
き
ま
す
。

補
助
を
受
け
る
に
は
、
指
定
取

扱
店
（
下
表
参
照
）
で
補
助
金
額
を

差
し
引
い
た
額
で
職
入
す
る
か
、

品
名
や
数
量
が
わ
か
る
領
収
書
等

を
持
参
し
、
生
活
環
境
課
へ
申
請

す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ

の
場
合
も
、
申
請
者
の
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
額
購
入
価
格
の
３
分
の

生
ゴ
ミ
処
理
容
器
購
入
を
補
助
し
ま
す

生
ゴ
ミ
で
堆
肥
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

す
る
こ
と
も
で
き
る
ほ
か
、
市
が

発
行
し
た
有
侭
刊
行
物
の
販
売
や
、

行
政
資
料
に
つ
い
て
の
相
談
・
案

内
も
行
っ
て
い
ま
す
。

市
の
事
業
や
計
画
に
つ
い
て
、

見
た
い
・
知
り
た
い
情
報
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
情
報
公
開
制
度
と
と

も
に
行
政
情
報
査
料
室
を
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
時
間
月
曜
日
か
ら
金
剛

日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
（
祝

日
、
振
替
休
日
を
除
く
）

▼
場
所
市
役
所
本
庁
１
階
市
民

ホ
ー
ル
脇
情
報
公
開
総
合
窓
口
内

（
上
図
参
照
）

▼
問
い
合
わ
せ
文
書
課
情
報
公

開
担
当
迂
（
理
１
１
１
１
内
線
２

６
８

２
（
１
容
器
に
つ
き
３
０
０
０
円

を
限
度
と
し
、
１
世
帯
２
個
ま
で
）

▼
対
象
市
内
在
住
の
方

▼生ゴミ処理容器指定取扱店名

’
指定店名 電話番号 取扱品住所

寿1-14-18 (82)3121本所

JA我孫子市

(農業協同組合）
Ｅ
Ｍ
容
器

●

コ
ン
ポ
ス
ト

(88)2511湖北 古戸171-2

(89)3151布悩 布佐1132

▼
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
係
云
（
師
）
０
０
１

５－~一一－－－■存一■『

㈲扇屋商店 (82)0014緑1-4-2
1

これからの農業経営を探る
自然食品の店よれかわ (88)8978湖北台8-10-8

Ｅ
Ｍ
容
器

農政講演
行

会
われ

新々 田77-5 (89)5794小規模作業所おおばん 0

｜ る’㈲染井金物店 本町3-8-12 (82)2375

３
月
７
日
（
木
）
、
市
民
プ
ラ

ザ
で
「
こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営

と
消
饗
者
が
求
め
て
い
る
腱
産

物
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
挫
政
講

演
会
が
開
催
さ
れ
、
腱
業
者
や

消
費
者
な
ど
約
１
０
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
（
写
真
）
。

今
回
の
講
演
会
は
、
市
が
進

め
る
〃
あ
び
こ
型
都
市
農
業
″

に
つ
い
て
、
腱
業
者
・
消
費
者

相
方
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に

開
か
れ
た
も
の
。

識
師
の
石
戸
孝
行
さ
ん
は
、

長
年
の
ス
ー
パ
ー
経
営
の
経
験

か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
者
に

は
し
っ
か
り
と
し
た
経
営
理
念

を
確
立
し
、
特
色
の
あ
る
作
物

を
作
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

の
指
摘
を
し
ま
し
た
。

誰
演
終
了
後
に
は
、
参
加
者

か
ら
熱
心
に
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、

予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
て
真

剣
な
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

=⑤⑤②⑫亀②④⑬⑳自畠-面
＝ 三三三三、

ヨⅡjII
’
一
一

一
一
一▼

し開講期間4月から平成9年3者多数の場合は抽選）

月まで（ただし、※印の講座は5し申し込み往復ハガキに住所、
ふりがな

月開講予定）氏名、年齢、電話番号、講座名、

シ対象市内在住で継続して受講受講場所、曜日を明記し、4月12

できる初心者の方（お子様連れで日（金・必着）までに我孫子1684

の受講はご遠慮ください）教育委員会社会教育課へ

し募集人数各講座若干名（応募し問い合わせ電話で各講師へ

▼市民文化講座（午前の部？午前10時から正午、午後の部：午後1時から3時）

’

▼狂犬病予防注射日程
市
で
は
、
生
後
瓢
日
以
上
の
犬

を
対
象
に
、
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
を
行
い
ま
す
（
左
表
参
照
）
。

集
団
注
射
を
都
合
で
受
け
ら
れ

な
い
場
合
は
、
動
物
病
院
で
予
防

注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
平
成

狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施

実施日｜実施増所｜実施時間’

可 白山南公固（白山2丁目）

中央公民 館

台田池尻公園（台m3丁目）

ときわ台公園（船戸1丁目）

穴
叩
叩
〉
】
《
叩
叩
凹
一
《
Ⅲ
叩
》
亭
《
ｍ
ｍ
Ｕ

ｎ
く
廻
凹
“
戸
』
ｎ
Ｕ
寺
Ｐ
恥
ロ
ー
凹
一
３
０
▲

色
申
一
ｐ
●
一
■
■
一
●
●

ｎ
叩
叩
》
一
旬
０
Ⅱ
冬
一
、
垂
畢
》
口
唇
『
Ｕ

勺
０
０
４
一
○
■
Ⅱ
冬
蓉
○
日
５
ム
ニ
豆
日
且

｝
申
一
一
一
一
一

０
－
０
－
０
画
０

３
．
０
’
０
．
２

９
－
，
一
過
一
Ｍ

4月8日側､延期

の場合は15801

受講日’ |琳繍’
受講料
（月額）

講師名
（電話）

講座名 内容連盟 場所

茶道の初歩から

（表千家）

毎月第1．3

火暇日の午前

滝日一子

念(85)1411

中央

公民館
茶道（表） 天王台南児通公園(天王台6丁目）

泉3号公団

ful台1号公m(無量院下）

柴 崎 自 治 会館前

2,500円 9：30～10：30

11:00～1l:50

13：00～14：00

M：30～15：00

4月9日㈹､延期

の鳩合は17日附湖北茶道
（表）

我孫子市
茶道連盟

中村規子

念(89)3503
茶道の初歩から

（表千家）

毎月第1．3

木曜日の午前
2,500円

’ ７
年
度
に
他
市
で
登
録
し
、
本
市

に
転
入
し
て
き
た
場
合
は
、
事
前

に
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
費
用
新
た
に
犬
を
飼
っ
た
場

合
・
・
・
一
頭
６
０
０
０
円
（
登
録
・

注
射
代
）
平
成
７
年
度
登
録
済

’
布佐甫公回(布佐平和台5丁目）

布佐市民センター本館

上新木災会所
一一一一■■■■ー一－一一一一一一＝－－＝一一一一＝‐‐ｰ

新木児迩公園（新木団地内）

つくし野5号公圃

久寺家あけぼの公団

九 石 家 具 駐車場
一一~ー■■ー■■一一一＝‐一一一■■－－-一一一一一一一一

子 ノ 神 神 社門前

湖北茶道

（裏）

毎月第2．4

木眠日の午前

湖北地区

公民館

①
凸
Ｐ
Ｓ
●
一
■
■
一
■
■

９
－
１
－
３
－
４

ご
１
白
１
－
１

０
言
１
－
３
－
５

１
－
１
－
１
－
１

－
画
一
一
一
一
一

０
－
０
－
０
－
０

３
．
０
’
０
｛
１

０
－
０
－
０
二
０

３
－
５
－
４
－
０

茶道の初歩から

（裏千家）

石川淑子

冠(88)9224
2.500円

4月10B附､延期

の場合は18日附
ﾛ

｜

’

我孫子市

美術家協会
毎週火曜日の

午前

鉛鉦デッサン、
油絵の初歩から

毛利弘子

冠(88)0548
湖北油絵 5,000円

ｎ
叩
Ｕ
酉
、
叩
叩
ｖ
ｌ
ｎ
叩
Ｕ
一
《
酬
叩
叩

心
く
扣
凹
一
戸
蜀
佃
ｕ
』
Ｆ
冗
凹
一
《
Ⅱ
叩
叩

申
由
』
自
白
一
。
由
一
ｂ
ｅ

ハ
叩
叩
暫
再
Ｇ
Ｕ
Ｂ
公
一
九
く
型
〕
一
Ｆ
『
叩

○
日
８
今
一
望
１
日
▲
一
で
ロ
ー
ュ
ー
Ｑ
■
８
ユ

ー
一
一
一
一
一
一

０
－
０
－
０
－
０

３
－
０
－
０
己
２

■
■
一
●
■
一
巾
Ｇ
一
巾
●

９
．
１
－
３
－
４

》
１
－
１
－
１

’毎月第1．3

水曜日の午後

華道の初歩から

（小原流）

※

我孫子生花
2,000円

(花代別）

柴田保子

a(88)7092

中央
公 民 館 4月1旧榊､延期

の場合は198勘
b

｜華道の初歩から
（池坊）

毎月第1．3
火曜日の午後
6時から9時

布佐ステ
ーション
ホール

我孫子

華道連盟

※

布佐生花

2,000円

(花代別）

原田房子

壷(85)1350 の
場
合
．
：
一
頭
３
０
０
０
円
（
鑑

札
の
再
交
付
に
は
別
途
１
６
０
０

円
が
必
要
で
す
）

▼
持
参
通
知
ハ
ガ
キ
、
鑑
札

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

垂
（
師
）
１
１
３
１

中峠下典会所

東税踊子1号公園(NTT"f孫子牡宅脇）

湖北台7号公回（正泉寺北側）

湖北台‘'1央公ⅢI(市民センター好り）

Ｇ
Ｇ
一
■
争
や
①
申
』
叩
■

９
－
０
一
３
↑
４

－
１
－
１
－
１

０
画
１
』
３
“
５

１
－
１
凸
１
－
１

－
口
一
一
一
一
一

０
－
０
－
０
’
０

３
壷
５
．
０
’
１

０
－
０
－
０
－
０

３
－
４
．
４
旱
０

’|毎月第1．3
木噸日の午後

華道の初歩から

（小原流）

野口好子

冠(82)7969

※

湖北生花

2,000円

(花代別）
4月128側､延期

の場合は22HOI

市川職
壷(82)4336

我孫子市
謡曲連合会

毎月第2．4

日暇日の午前

謡の初歩から

（観世流）

湖北地区

公民館
謡（観） 2.000円

I

4月13日出､延期

の鳩合は20HUj
保健センター 9：30～11：30

’
｜

’

けい

宮崎畦子
云(84)5446’

巌

湖北フラン
ス刺し ゅ う

我孫子市

手工芸連盟

毎月第2．4

木暇日の午前

フランス刺しゅ
うの初歩から

2,000円

(材料代別） 注意午前中の注射が雨天などで延期になった場合は、その日
の午後に実施予定の注射も延期になります。

－一一一一－－－－－－－－－－－－－

場
所

利
用
時
間

市
役
所
本
庁
１
階
市
民
ホ
ー
ル
脇

情
報
公
開
総
合
窓
口
内

行政情報
資料室

梢報公開
総合窓口
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おがわ ゆうこ

小川 裕子
す ちやん

シ日時4月13日(土)から17日

(水)午前10時から午後5時

し場所市民プラザ

桜入場料無料

し問い合わせ鈴木盆(82)0900

(本町・8か月）
ー

ｰ

我孫子都市計画地区計画の案の

縦覧を次のとおり行います。

し区域決定･･･つくし野5丁目地

区（スポーツセンター跡地の住環

境保全のため）変更…つくし野

西地区(用途地域指定替えのため）

し縦覧期間4月9日(火)から23

日(火)午前8時30分から午後5時

まで（土・日曜日を除く）

h母＜＝一

や！
■
■
塑
屈’ か

ち
ゃ

－

尾 ＝I
ち ｜

’'1’
修日時・場所4月19日(金)午後

5時30分開場、湖北地区公民館

し入場料無料

し出演三遊亭とん楽（予定）他

'1

国 国圃回
画回国圏

画課云(85)1111内線577

し日時4月20日(土)午後2時

シ場所市民プラザ(参加費無料）

⑲⑤⑨⑳亀
桜試験日6月16日(日）囹日時4月13日(土)午前9時30傷テーマ世界から見た日本政治

分から11時80分（参加費無料）（塵わざ政治から立ちわざ政治へ）し職種生活指導補助員（女性）伝場所日本大学理工学部習志野

◎卓球伝講師佐々木芳隆（朝日新聞政修募集人数若干名校舎（船橋市習志野台）▼村川輿司様（文京区）から緑の
像持参ラケット(持っている人）治記者）倖勤務場所精神薄弱者亭牛施設傷申し込み・問い合わせ願書基金にと1万円の寄付がありまし

タオル、上履き少問い合わせ我孫子市国際交流みどり園（中峠2310）（消防署・各分署に用意）に必要た。

惨場所・問い合わせ中央公民館協会事務局盆(83)1231シ勤務時間交替制（曜日lこ関係事項を明記し、4月9日(火)から▼小熊ハル様（湖北台）から市立

なく夜勤、早・遅勤のできる方）12日(金)までに本人が直接、消防保育園にと手作りお手玉200個の’壷(82)0515

寄贈がありましたし貫金時給950円（交通費支給）本部予防課容(84)0119へ持参◎楽しく遊ぼう 0

▼小野友之助様（つくし野）からし内容①折り紙②おはなし会、少日時・場所4月21日(日)午後し申し込み．問い合わせ園蚕書

社会福祉事業基金にと1万円の寄語り⑧ベーゴマ④将棋、オセロ1時30分開場、市民会館（写真流耐寸）に必要事項を明記し、

伝持参①折り紙、ハサミ、のりシ曲目ブラームス「バイオリン4月20日(土)までに、本人が直接労働保険料（労災・雇用保険）付がありました。

し場所・問い合わせ湖北地区公協奏曲二長調作品77」ほかみどり園云(87)0511へ持参の申告・納付（平成7年度確定．▼飯泉秀雄様（白山）から市内全

8年度概算保険料）は5月15日小学校にと書籍（野口英世伝記）民館塞 (88)4433し指揮林紀人

(水)までに行ってください。70冊の寄贈がありました。

’ ’
レソリスト三浦章広（NHK交

響楽団第1バイオリン奏者）シ期日4月28日（日）・29日(祝）し問い合わせ千葉労働基準局壷

惨巴時4月21日(日)午前8時30

分受付、9時開会

陰場所市民体育館

し種目男女ダブルス1･2･3

部（1．2部はオープン）

倖参加蚕1組2400円、中学・高

校生1200円（参加費は当日徴収）

し申し込み・問い合わせハガキ

に種目、ランク、2人の住所、氏

名、年齢、電話番号、クラブ名を

明記し、4月12日（金・必着）ま

でに湖北台3の6のS松永博a

(87)1308へ

’

1 園緑地課緑化推進係壷(85)1111へ惨利用時間午前9時から午後6

時（だだし、土・日曜日・祝日は

午後5時まで）
，

蕊’ ’
合おう」ほか伝対象・定員小学校4年生から

｣
Ｉ
傷
‐

惨参加蚕500円（資料代等）中学校3年生、先着40名

４
月

世曰時4月28巳(日)午前10時か

ら午後3時〈雨天の場合は29日

(祝)に順延＞

伝場所市佐厭東口駅前通り

し問い合わせ浅海壷(89)1005 蕊シ内容プランクトンに関する顕

微鏡観察、講義ほか

…
灘
灘

I

lI
’

1

医曰時4月27日(土)午前8時45少対象・定員小学校4年生以上

分集合（荒天の場合は内容を変更（年齢は問いません)、先着30名

惨日時・ 場所4月13日(土)午後して実施）園場所手賀沼親水広場r水の館」

1時30分から3時、市民会館惨集合場所①県立流山青年の家圏参加費無料

i し 講 師 近藤信子②武蔵野線南流山駅⑧東武野田線園申し込み・問い合わせ電話ま

’し参加費無料（保育室200円）豊四季駅（②、⑧はバスで送迎）たは直接、手賀沼親水広場丑(84）

，伝問い合わせ文庫連絡会宮川壷シ内容東京淫を船上から観察し、0555へ

(82）2951、松田垂(88)9063魚介類の生態について学習

し対象・定員小学校4年生以上

高校生まで、先着30名シ練習日毎凋円曜日午前8時45

屡日時・場所4月18日（木）午前歩参加費600円（保険料など）分から10時30分

10時から正午、市民会館※申し込み方法等、詳しくは県立シ場所湖北小学校体育館

,傍講師水谷たつ（関宿町教育委流山青年の家垂(59)2004へ桜対象小学生

員会家庭教育指導員） し会費6か月7000円（入会金20

00円）シ参加費無料

※無料託児サービスがあります。ひ日時4月25曰、5月9日・23レ申し込み。問い合わせ電話で

陰問い合わせ高橋盃(85)0485日のいずれも木曜日午後2時から高木壷(87)1684へI
｜（午後5時以降）3時30分（全3回〕

少場所沼南町立手賀の丘公園セ

ンター「どんぐりの家」 少日時・場所毎月第1・第3火

市内にある福祉作業所の活動を

紹介します。ぜひご参加ください。

，伝曰時・場所4月27日(土)午後

2時から4時、中央公民館

シ参加萱無料（だだし、交流会

参加者は500円）

し問い合わせ金…(餌)9318
1-

鱸

』

凸

法律相談,人権行政相談の

相談日が4月から変更に
今月から、法律相談と人権・行

政相談の日程が変更になります。

◎逵津担鑿･･･第1・第3木曜日、

第2．3．4火曜日午前9時30分

から午後3時30分（予約制、前週

の水曜日から電話等で受け付け）

◎人権・行政相談…毎月第4木曜

日午前10時から午後3時（10月。

12月は変更になります）

※相談日は、市民カレンダーを確

認してください。

し問い合わせ広報広聴課云(85）

1111内線311
｡

第7回獅子瞭臓騰展

都市計画の案の縦覧

中里寄席

我孫子市国際交流朧(AlRA）
国際情勢研究講座

瀞8年;危険物取扱者試験楽しく遊ぼう|蕊灘I
みどり園臨時職員

我孫子市民フイル
第16回定期演奏会

労働保険料(労災・
の申告・納付は

屋 rロ咋犀ノ

期限内に

mJp怪、

植木まつり出店者
第 16回我
バドミントン連

孫 子市
盟春季大会

お詫びと訂正
あびこ防災マップに掲載さ

れている新木近隣センターの

電話番号(85)2010は(88)2010

の誤りです。

お詫びして訂正します。

郵便貯金自動預払機(ATM)を
あびこｼｮｯﾝダ方ザに設置

子育てを楽しむ会
野外観察スクール
プランクトン教室参加者

日曜当番医，1週間の行事
テレホンサービス鉦(8h)1313

1月

2火

芯水

4木

5金

⑰土

7⑧

8月

9火

10水

11木

12金

15土

14⑤

15月

Ⅱ⑰火

・消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
画心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00
壱市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館
琴つつじ荘・西部福祉センター休館

〃つつじ荘休館
＝西部福祉センター休館 口

‐消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

－市民画窪館休館

〃法律相談＝市民相談室9:30～15:30(電話で予約受付）

壷消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

壷酒害相談＝保健センター13:30～15:00
壷-健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

唇市役所閉庁(－部の施設は除く）

〃日曜当番医＝テレホンサービス

壱休日叙急歯科診環日=休日救急歯科診鐵訂(両烏合館内)9:冊~11:30
琴結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00

＝消賓生活相談＝市民相談室10:00～15:00

壷心配ごと相談＝保健センター9:00～15:00
〃市民会館・市民図書館・馬の博物館休館
‐つつじ荘・西部福祉センター休館

壷法律相談＝市民相談室9:30～15:30(電話で予約受付）

E諺消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
腰蚕健康相談＝西部福祉センター10:00～11:30

壷市民ブラザ休館～

‐肖賀生活相談＝市民相談室10:00～15:00
に壷不動産相談＝市民相談室10:00～15:00
〃アルコール家族教室＝保健センター13:30～15:00
壷健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

瞳壷市役所閉庁(－部の施設は除く）

〃日曜当番医＝テレホンサービス
〃休日敷急歯科診霞日=休日散急歯科診畷所(而民会館内)9;00~11:30

”消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
＝心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00
腫壷市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館
壷つつじ荘・西部福祉センター休館

蚕法律相談＝市民相談室9:30～15:30(電話で予約受付）
－つつじ荘・西部福祉センター休館

布佐新緑まつり

ウオ

畠んこ塾｢諒鶴ﾂﾁﾝグ」
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若いお母さんのだめの連続講座
第2回『わらべうた･伝承あそび」

湖北剣友会会員
席型一

講演会
｢早期発見
いじめのSOS」

紅茶セミナー

楽しい英会話会員
福祉作業所活動報告会


